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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　チャネル位置指示方法であって、
　ネットワーク側装置が、少なくとも一つの指示情報を送信し、前記少なくとも一つの指
示情報が、データチャネルの周波数領域開始位置及び／又は周波数領域終止位置の第一の
制御チャネルのリソースセット又はサーチスペースの周波数領域開始位置に対するオフセ
ット量を指示することに用いられ、前記オフセット量がシンボルレベルのオフセット量で
あり、前記第一の制御チャネルが前記データチャネルをスケジューリングするためのチャ
ネルであることを含む、前記チャネル位置指示方法。
【請求項２】
　前記少なくとも一つの指示情報は第二の指示情報を含み、前記第二の指示情報がダウン
リンク制御情報（ＤＣＩ）によって伝送され、前記第二の指示情報が、前記データチャネ
ルの周波数領域開始位置及び／又は周波数領域終止位置の前記第一の制御チャネルのリソ
ースセット又はサーチスペースの周波数領域開始位置に対するオフセット量を指示するこ
とに用いられることを特徴とする
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記少なくとも一つの指示情報は第三の指示情報を含み、前記第三の指示情報が前記デ
ータチャネルの時間領域長さを指示することに用いられ、前記第三の指示情報が無線リソ
ース制御（ＲＲＣ）シグナリング及び／又はダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）によって伝
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送されることを特徴とする
　請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　チャネル位置指示方法であって、
　端末が、少なくとも一つの指示情報を受信し、前記少なくとも一つの指示情報が、デー
タチャネルの周波数領域開始位置及び／又は周波数領域終止位置の第一の制御チャネルの
リソースセット又はサーチスペースの周波数領域開始位置に対するオフセット量を指示す
ることに用いられ、前記オフセット量がシンボルレベルのオフセット量であり、前記第一
の制御チャネルが前記データチャネルをスケジューリングするためのチャネルである、前
記チャネル位置指示方法。
【請求項５】
　前記少なくとも一つの指示情報は第二の指示情報を含み、前記第二の指示情報がダウン
リンク制御情報（ＤＣＩ）によって伝送され、前記第二の指示情報が、前記データチャネ
ルの周波数領域開始位置及び／又は周波数領域終止位置の前記第一の制御チャネルのリソ
ースセット又はサーチスペースの周波数領域開始位置に対するオフセット量を指示するこ
とに用いられることを特徴とする
　請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記少なくとも一つの指示情報は第三の指示情報を含み、前記第三の指示情報が前記デ
ータチャネルの時間領域長さを指示することに用いられ、前記第三の指示情報が無線リソ
ース制御（ＲＲＣ）シグナリング及び／又はダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）によって伝
送されることを特徴とする
　請求項４又は５に記載の方法。
【請求項７】
　ネットワーク側装置であって、処理ユニットと通信ユニットを備え、
　前記処理ユニットが少なくとも一つの指示情報を送信するように前記通信ユニットを制
御するように構成され、前記少なくとも一つの指示情報が、データチャネルの周波数領域
開始位置及び／又は周波数領域終止位置の第一の制御チャネルのリソースセット又はサー
チスペースの周波数領域開始位置に対するオフセット量を指示することに用いられ、前記
オフセット量がシンボルレベルのオフセット量であり、前記第一の制御チャネルが前記デ
ータチャネルをスケジューリングするためのチャネルである、前記ネットワーク側装置。
【請求項８】
　前記少なくとも一つの指示情報は第二の指示情報を含み、前記第二の指示情報がダウン
リンク制御情報（ＤＣＩ）によって伝送され、前記第二の指示情報が、前記データチャネ
ルの周波数領域開始位置及び／又は周波数領域終止位置の前記第一の制御チャネルのリソ
ースセット又はサーチスペースの周波数領域開始位置に対するオフセット量を指示するこ
とに用いられることを特徴とする
　請求項７に記載のネットワーク側装置。
【請求項９】
　前記少なくとも一つの指示情報は第三の指示情報を含み、前記第三の指示情報が前記デ
ータチャネルの時間領域長さを指示することに用いられ、前記第三の指示情報が無線リソ
ース制御（ＲＲＣ）シグナリング及び／又はダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）によって伝
送されることを特徴とする
　請求項７又は８に記載のネットワーク側装置。
【請求項１０】
　端末であって、処理ユニットと通信ユニットを備え、
　前記処理ユニットが少なくとも一つの指示情報を送信するように前記通信ユニットを制
御するように構成され、前記少なくとも一つの指示情報が、データチャネルの周波数領域
開始位置及び／又は周波数領域終止位置の第一の制御チャネルのリソースセット又はサー
チスペースの周波数領域開始位置に対するオフセット量を指示することに用いられ、前記
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オフセット量がシンボルレベルのオフセット量であり、前記第一の制御チャネルが前記デ
ータチャネルをスケジューリングするためのチャネルである、前記端末。
【請求項１１】
　前記少なくとも一つの指示情報は第二の指示情報を含み、前記第二の指示情報がダウン
リンク制御情報（ＤＣＩ）によって伝送され、前記第二の指示情報が、前記データチャネ
ルの周波数領域開始位置及び／又は周波数領域終止位置の前記第一の制御チャネルのリソ
ースセット又はサーチスペースの周波数領域開始位置に対するオフセット量を指示するこ
とに用いられることを特徴とする
　請求項１０に記載の端末。
【請求項１２】
　前記少なくとも一つの指示情報は第三の指示情報を含み、前記第三の指示情報が前記デ
ータチャネルの時間領域長さを指示することに用いられ、前記第三の指示情報が無線リソ
ース制御（ＲＲＣ）シグナリング及び／又はダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）によって伝
送されることを特徴とする
　請求項１０又は１１に記載の端末。
【請求項１３】
　ネットワーク側装置であって、一つ又は複数のプロセッサ、メモリ、送受信機、及び一
つ又は複数のプログラムを備え、前記一つ又は複数のプログラムが前記メモリに記憶され
、前記一つ又は複数のプロセッサによって実行されるように構成され、前記プログラムが
請求項１－３のいずれか一項に記載される方法のステップを実行するための命令を含む、
前記ネットワーク側装置。
【請求項１４】
　端末であって、一つ又は複数のプロセッサ、メモリ、通信インタフェース、及び一つ又
は複数のプログラムを備え、前記一つ又は複数のプログラムが前記メモリに記憶され、前
記一つ又は複数のプロセッサによって実行されるように構成され、前記プログラムが請求
項４－６のいずれか一項に記載される方法のステップを実行するための命令を含む、前記
端末。
【請求項１５】
　コンピュータ可読記憶媒体であって、電子データ交換のためのコンピュータプログラム
を記憶し、ここで、前記コンピュータプログラムによりコンピュータが請求項１－３のい
ずれか一項、又は請求項４－６のいずれか一項に記載される方法のステップを実行する、
前記コンピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は通信技術分野に関し、特にチャネル位置指示方法及び関連製品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　第５世代の移動通信技術（５Ｇ：５ｔｈ－Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ）の新しいエアインタ
フェース（ＮＲ：Ｎｅｗ　Ｒａｄｉｏ）は、第３世代パートナーシッププロジェクト（３
ＧＰＰ：３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ）組
織で新たに提案された課題である。次世代の５Ｇ技術の検討が徐々に深まるにつれて、一
方は、通信システムが下位互換性を有するため、後に開発された新しい技術は前の標準化
技術と互換する傾向があり、他方では、第４世代の移動通信技術（４Ｇ：ｔｈｅ　４ｔｈ
　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）である長期進化
技術（ＬＴＥ：Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）は既に大量の既存の設計が存
在し、したがって、互換性を達成するために、必ず５Ｇの多くの柔軟性を犠牲にし、それ
によって性能が低下する。したがって、現在、３ＧＰＰ組織で２つの方向に並行して研究
され、ここで、下位互換性を考慮しない技術検討グループは、５Ｇ　ＮＲと呼ばれている
。
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【０００３】
　ＬＴＥシステムでは、データチャネル（例えばＰＤＳＣＨ）の時間領域位置はタイムス
ロットとサブフレームを単位としている。ＰＤＳＣＨの始点位置は、それの所在するタイ
ムスロット／サブフレームに対するものであり、該サブフレームのＰＣＦＩＣＨチャネル
において、ＰＤＳＣＨが該サブフレームの何番目のシンボルから開始するかをオフセット
量を指示しする。また、ＬＴＥシステムでは、制御チャネルの時間領域位置もタイムスロ
ット／サブフレームを単位として定義され、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ
：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）は常にサブ
フレームの開始位置に位置し、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ：Ｐｈｙｓｉ
ｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＣＨａｎｎｅｌ）はタイムスロット／サブフレ
ーム全体を占有する。
【０００４】
　５Ｇ　ＮＲシステムでは、データ伝送リソースの割り当ての柔軟性を向上し、遅延を低
減し、チャネルの時間領域位置の柔軟性を大幅に向上させるために、シンボルを単位とし
て割り当てる可能性がある。物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：Ｐｈｙｓｉｃ
ａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ＰＤＣＣＨ、物理アップリ
ンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈ
ａｎｎｅｌ）、ＰＵＣＣＨがいずれも任意のシンボルから開始し、しかも任意のシンボル
の数を長さとする可能性があるため、タイムスロット／サブフレーム境界を基準点として
データチャネル及び制御チャネルの時間位置に対して配置しにくくなっる。従来のタイム
スロットにおけるシンボル番号でデータチャネルと制御チャネルの開始位置を指示するこ
とは、リソース割り当ての柔軟性に対して大きな制限になる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の実施例は、無線通信システムにおけるデータチャネルリソースの割り当ての柔
軟性及び効率を向上させるために、チャネル位置指示方法及び関連製品を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　第一の態様では、本発明の実施例に係るデータ伝送方法は、
　ネットワーク側装置が少なくとも一つの指示情報を送信し、前記少なくとも一つの指示
情報が、データチャネルと第一の制御チャネルの間又は第二の制御チャネルと前記第一の
制御チャネルの間の位置オフセット量を指示することに用いられ、前記位置オフセット量
が時間領域位置オフセット量及び／又は周波数領域位置オフセット量を含み、前記時間領
域位置オフセット量がシンボルレベルのオフセット量であることを含む。
【０００７】
　これから分かるように、本発明の実施例では、ネットワーク側装置と端末の間に少なく
とも一つの指示情報が伝送され、該少なくとも一つの指示情報がデータチャネルと第一の
制御チャネルの間又は第二の制御チャネルと第一の制御チャネルの間の位置オフセット量
を指示することに用いられ、位置オフセット量が時間領域位置オフセット量及び／又は周
波数領域位置オフセット量を含み、且つ時間領域位置オフセット量がシンボルレベルのオ
フセット量であるため、第一の制御チャネルがそれぞれどのシンボルに位置するかに関わ
らず、位置オフセット量によってデータチャネル又は第二の制御チャネルの時間周波数リ
ソースを容易に確定することができ、即ちチャネルのリソースの始点位置がＬＴＥシステ
ムのように固定されたサブフレーム／タイムスロット境界で指示される必要がなく、これ
により、「まずチャネルの位置するタイムスロット／サブフレームを指示し、次にチャネ
ルがそれの位置するタイムスロットのどのシンボルから開始するかを指示する」の２レベ
ルの指示によって引き起こされる大きなシグナリングの複雑さとオーバーヘッドが回避さ
れ、無線通信システムにおけるチャネルリソースの割り当ての柔軟性と効率を向上するこ
とに有利である。
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【０００８】
　一つの可能な設計では、前記少なくとも一つの指示情報は第一の指示情報を含み、前記
第一の指示情報が無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリング又はシステム情報によって伝
送され、前記第一の指示情報が前記データチャネルと前記第一の制御チャネルの間又は前
記第二の制御チャネルと前記第一の制御チャネルの間の位置オフセット量を指示すること
に用いられる。
【０００９】
　これから分かるように、本例では、ネットワーク側装置と端末の間に第一の指示情報が
伝送され、該第一の指示情報がデータチャネルと第一の制御チャネルの間又は第二の制御
チャネルと第一の制御チャネルの間の位置オフセット量を直接指示することができ、その
ためチャネルのリソース位置が該位置オフセット量と第一の制御チャネルのリソース位置
に基づいて確定されてもよく、即ちチャネルのリソースの始点位置がＬＴＥシステムのよ
うに固定されたサブフレーム／タイムスロット境界で指示される必要がなく、これにより
、「まずチャネルの位置するタイムスロット／サブフレームを指示し、次にチャネルがそ
れの位置するタイムスロットのどのシンボルから開始するかを指示する」の２レベルの指
示によって引き起こされる大きなシグナリングの複雑さとオーバーヘッドが回避され、無
線通信システムにおけるチャネルリソースの割り当ての柔軟性と効率を向上することに有
利である。そして該第一の指示情報がＲＲＣシグナリング又はシステム情報によって伝送
されるため、シグナリングオーバーヘッドが小さく、チャネルリソース割り当てのデータ
伝送効率がさらに向上し、シグナリングの読み取りの遅延が減少する。
【００１０】
　一つの可能な設計では、前記少なくとも一つの指示情報は第二の指示情報を含み、前記
第二の指示情報がダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）によって伝送され、前記第二の指示情
報が、前記データチャネルと前記第一の制御チャネルの間又は前記第二の制御チャネルと
前記第一の制御チャネルの間の位置オフセット量を指示することに用いられる。
【００１１】
　これから分かるように、本例では、ネットワーク側装置と端末の間に第二の指示情報が
伝送され、該第二の指示情報がデータチャネルと第一の制御チャネルの間又は第二の制御
チャネルと第一の制御チャネルの間の位置オフセット量を直接指示することができ、その
ためチャネルのリソース位置が該位置オフセット量と制御チャネルのリソース位置に基づ
いて確定されてもよく、即ちチャネルのリソースの始点位置がＬＴＥシステムのように固
定されたサブフレーム／タイムスロット境界で指示される必要がなく、これにより、「ま
ずチャネルの位置するタイムスロット／サブフレームを指示し、次にチャネルがそれの位
置するタイムスロットのどのシンボルから開始するかを指示する」の２レベルの指示によ
って引き起こされる大きなシグナリングの複雑さとオーバーヘッドが回避され、無線通信
システムにおけるチャネルリソースの割り当ての柔軟性と効率を向上することに有利であ
る。そして該第一の指示情報がＤＣＩによって伝送されるため、制御チャネルによってス
ケジューリングされたデータチャネルのリソースを動的に指示することができ、データチ
ャネルリソースの割り当ての柔軟性がさらに向上する。
【００１２】
　一つの可能な設計では、前記少なくとも一つの指示情報は第一の指示情報と第二の指示
情報を含み、前記第一の指示情報が無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリング又はシステ
ム情報によって伝送され、前記第二の指示情報がダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）によっ
て伝送され、
　前記第一の指示情報が少なくとも一つの位置オフセット量を含み、前記第二の指示情報
が選択された位置オフセット量に対応するインジケーターを含み、前記インジケーターが
、前記データチャネルと前記第一の制御チャネルの間又は前記第二の制御チャネルと前記
第一の制御チャネルの間の位置オフセット量が、前記選択された位置オフセット量である
ことを指示することに用いられ、前記選択された位置オフセット量が前記少なくとも一つ
の位置オフセット量から選択された位置オフセット量である。
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【００１３】
　これから分かるように、本例では、ネットワーク側装置と端末の間に第一の指示情報と
第二の指示情報が伝送され、そして該第一の指示情報と第二の指示情報でデータチャネル
と第一の制御チャネルの間又は第二の制御チャネルと第一の制御チャネルの間の位置オフ
セット量を共同で指示し、第一の指示情報のみで指示することに対して、第一の制御チャ
ネルによってスケジューリングされたチャネルリソースをＤＣＩ情報で動的に指示し、チ
ャネルリソースの割り当ての柔軟性を向上することができ、第二の指示情報のみで指示す
ることに対して、ＲＲＣシグナリング又はシステム情報が選択された位置オフセット量を
少数の位置オフセット量の値に制限し、それによってシグナリングオーバーヘッドを削減
し、データチャネルリソースの割り当ての効率を向上させることができる。
【００１４】
　一つの可能な設計では、前記少なくとも一つの指示情報は第一の指示情報と第二の指示
情報を含み、前記第一の指示情報が無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリング又はシステ
ム情報によって伝送され、前記第二の指示情報がダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）によっ
て伝送され、
　前記第一の指示情報内の第一の位置オフセット量が、前記データチャネルと前記第一の
制御チャネルの間又は前記第二の制御チャネルと前記第一の制御チャネルの間の位置オフ
セット量を指示することに用いられ、前記第二の指示情報内の第二の位置オフセット量が
、前記データチャネルと前記第一の制御チャネルの間又は前記第二の制御チャネルと前記
第一の制御チャネルの間の位置オフセット量を指示することに用いられ、前記第二の位置
オフセット量が、端末が前記第二の位置オフセット量と前記第一の位置オフセット量が異
なることを検出する時に、前記第二の位置オフセット量を、前記データチャネルと前記第
一の制御チャネルの間又は前記第二の制御チャネルと前記第一の制御チャネルの間の位置
オフセット量として確定することに用いられる。
【００１５】
　これから分かるように、本例では、ネットワーク側装置と端末の間に第一の指示情報と
第二の指示情報が伝送され、第一の指示情報が第一の位置オフセット量を含み、第二の指
示情報が第二の位置オフセット量を含み、そして第二の位置オフセット量に指示されるデ
ータチャネルが第一の位置オフセット量に指示されるデータチャネルと同じであり、第二
の位置オフセット量が、端末が第二の位置オフセット量と第一の位置オフセット量が異な
ることを検出する時に、第二の位置オフセット量がデータチャネルと第一の制御チャネル
の間又は第二の制御チャネルと第一の制御チャネルの間の位置オフセット量であり、即ち
第二の位置オフセット量が第一の位置オフセット量を覆すことができることを確定するこ
とに用いられる。第一の指示情報のみで指示することに対して、第一の制御チャネルによ
ってスケジューリングされたチャネルリソースを第二の指示情報で動的に指示することが
でき、データチャネルリソースの割り当ての柔軟性及び精確性の向上に役立ち、第二の指
示情報のみで指示することに対して、シグナリングオーバーヘッドを削減し、データチャ
ネルリソースの割り当ての効率を向上させることができる。
【００１６】
　一つの可能な設計では、前記少なくとも一つの指示情報は第二の指示情報を含み、前記
第二の指示情報がダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）によって伝送され、
　前記データチャネル又は前記第二の制御チャネルが複数の周波数領域リソースユニット
内の時間周波数リソースを含み、前記第二の指示情報が前記複数の周波数領域リソースユ
ニットに対応する複数の時間領域位置オフセット量を含み、各時間領域位置オフセット量
が、対応する周波数領域リソースユニット内の時間周波数リソースと前記第一の制御チャ
ネルの間の時間領域位置オフセット量を指示することに用いられる。
【００１７】
　これから分かるように、本例では、第二の指示情報が複数の周波数領域ユニットに対し
て異なる時間領域位置オフセット量を指示することにより、データチャネル又は第二の制
御チャネルの異なる周波数領域リソースユニット内の時間領域リソースを異なる時間領域
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位置から開始させることができ、それによってより柔軟且つより効果的なチャネルリソー
ス割り当てを実現することができる。
【００１８】
　一つの可能な設計では、前記少なくとも一つの指示情報は第三の指示情報を含み、前記
第三の指示情報が前記データチャネルの時間領域長さを指示することに用いられ、前記第
三の指示情報が無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリング及び／又はダウンリンク制御情
報（ＤＣＩ）によって伝送される。
【００１９】
　これから分かるように、本例では、ネットワーク側装置と端末の間に伝送される少なく
とも一つの指示情報がさらにデータチャネルの時間領域長さを指示するための第三の指示
情報を含むことができ、これにより、より柔軟且つより効果的なデータチャネルリソース
の割り当てを実現し、無線通信システムにおけるデータチャネルリソースの配置の柔軟性
及び効率の向上に役立つ。
【００２０】
　第二の態様では、本発明の実施例に係るデータ伝送方法は、
　端末が少なくとも一つの指示情報を受信し、前記少なくとも一つの指示情報が、データ
チャネルと第一の制御チャネルの間又は第二の制御チャネルと前記第一の制御チャネルの
間の位置オフセット量を指示することに用いられ、前記位置オフセット量が時間領域位置
オフセット量及び／又は周波数領域位置オフセット量を含み、前記時間領域位置オフセッ
ト量がシンボルレベルのオフセット量であることを含む。
【００２１】
　これから分かるように、本発明の実施例では、ネットワーク側装置と端末の間に少なく
とも一つの指示情報が伝送され、該少なくとも一つの指示情報がデータチャネルと第一の
制御チャネルの間又は第二の制御チャネルと第一の制御チャネルの間の位置オフセット量
を指示することに用いられ、位置オフセット量が時間領域位置オフセット量及び／又は周
波数領域位置オフセット量を含み、且つ時間領域位置オフセット量がシンボルレベルのオ
フセット量であるため、第一の制御チャネルがそれぞれどのシンボルに位置するかに関わ
らず、位置オフセット量によってデータチャネルと第二の制御チャネルの時間周波数リソ
ースを容易に確定することができ、即ちチャネルのリソースの始点位置がＬＴＥシステム
のように固定されたサブフレーム／タイムスロット境界で指示される必要がなく、これに
より、「まずチャネルの位置するタイムスロット／サブフレームを指示し、次にチャネル
がそれの位置するタイムスロットのどのシンボルから開始するかを指示する」の２レベル
の指示によって引き起こされる大きなシグナリングの複雑さとオーバーヘッドが回避され
、無線通信システムにおけるチャネルリソースの割り当ての柔軟性と効率を向上すること
に有利である。
【００２２】
　一つの可能な設計では、前記少なくとも一つの指示情報は第一の指示情報を含み、前記
第一の指示情報が無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリング又はシステム情報によって伝
送され、前記第一の指示情報が前記データチャネルと前記第一の制御チャネルの間又は前
記第二の制御チャネルと前記第一の制御チャネルの間の位置オフセット量を指示すること
に用いられる。
【００２３】
　一つの可能な設計では、前記少なくとも一つの指示情報は第二の指示情報を含み、前記
第二の指示情報がダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）によって伝送され、前記第二の指示情
報が前記制御チャネルに対する前記データチャネルの位置オフセット量を指示することに
用いられる。
【００２４】
　一つの可能な設計では、前記少なくとも一つの指示情報は第一の指示情報と第二の指示
情報を含み、前記第一の指示情報が無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリング又はシステ
ム情報によって伝送され、前記第二の指示情報がダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）によっ
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て伝送され、
　前記第一の指示情報が少なくとも一つの位置オフセット量を含み、前記第二の指示情報
が選択された位置オフセット量に対応するインジケーターを含み、前記インジケーターが
、前記データチャネルと前記第一の制御チャネルの間又は前記第二の制御チャネルと前記
第一の制御チャネルの間の位置オフセット量が、前記選択された位置オフセット量である
ことを指示することに用いられ、前記選択された位置オフセット量が前記少なくとも一つ
の位置オフセット量から選択された位置オフセット量である。
【００２５】
　一つの可能な設計では、前記少なくとも一つの指示情報は第一の指示情報と第二の指示
情報を含み、前記第一の指示情報が無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリング又はシステ
ム情報によって伝送され、前記第二の指示情報がダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）によっ
て伝送され、
　前記第一の指示情報内の第一の位置オフセット量が、前記データチャネルと前記第一の
制御チャネルの間又は前記第二の制御チャネルと前記第一の制御チャネルの間の位置オフ
セット量を指示することに用いられ、前記第二の指示情報内の第二の位置オフセット量が
、前記データチャネルと前記第一の制御チャネルの間又は前記第二の制御チャネルと前記
第一の制御チャネルの間の位置オフセット量を指示することに用いられ、前記第二の位置
オフセット量が、端末が前記第二の位置オフセット量と前記第一の位置オフセット量が異
なることを検出する時に、前記第二の位置オフセット量を、前記データチャネルと前記第
一の制御チャネルの間又は前記第二の制御チャネルと前記第一の制御チャネルの間の位置
オフセット量として確定することに用いられる。
【００２６】
　一つの可能な設計では、前記少なくとも一つの指示情報は第二の指示情報を含み、前記
第二の指示情報がダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）によって伝送され、
　前記データチャネル又は前記第二の制御チャネルが複数の周波数領域リソースユニット
内の時間周波数リソースを含み、前記第二の指示情報が前記複数の周波数領域リソースユ
ニットに対応する複数の時間領域位置オフセット量を含み、前記時間領域位置オフセット
量内の各時間領域位置オフセット量が対応する周波数領域リソースユニット内の時間周波
数リソースと前記第一の制御チャネルの間又は前記第二の制御チャネルと前記第一の制御
チャネルの間の時間領域位置オフセット量を指示することに用いられる。
【００２７】
　一つの可能な設計では、前記少なくとも一つの指示情報は第三の指示情報を含み、前記
第三の指示情報が前記データチャネルの時間領域長さを指示することに用いられ、前記第
三の指示情報が無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリング及び／又はダウンリンク制御情
報（ＤＣＩ）によって伝送される。
【００２８】
　第三の態様では、本発明の実施例は、上記方法設計におけるネットワーク装置の動作を
実施する機能を備えるネットワーク側装置を提供する。前記機能がハードウェアによって
実現されてもよいし、ハードウェアによって対応するソフトウェアを実行して実現されて
もよい。前記ハードウェア又はソフトウェアは上記機能に対応する一つ又は複数のモジュ
ールを含む。
【００２９】
　一つの可能な設計では、ネットワーク側装置は、プロセッサを備え、前記プロセッサが
、ネットワーク側装置が上記方法における対応する機能を実行することをサポートするよ
うに構成される。さらに、ネットワーク側装置はさらに送受信機を備え、前記送受信機が
ネットワーク側装置と端末の間の通信をサポートするように構成される。さらに、ネット
ワーク側装置はさらにメモリをさらに備えることができ、前記メモリがプロセッサと結合
し、ネットワーク側装置に必要なプログラム命令とデータを保存するように構成される。
【００３０】
　第四の態様では、本発明の実施例は、上記方法設計における端末の動作を実施する機能
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を備える端末を提供する。前記機能がハードウェアによって実現されてもよいし、ハード
ウェアによって対応するソフトウェアを実行して実現されてもよい。前記ハードウェア又
はソフトウェアは上記機能に対応する一つ又は複数のモジュールを含む。
【００３１】
　一つの可能な設計において、端末はプロセッサを備え、前記プロセッサが、端末が上記
方法における対応する機能を実行することをサポートするように構成される。さらに、端
末はさらに通信インタフェースを備えることができ、前記通信インタフェースが端末とネ
ットワーク側装置との通信をサポートするように構成される。さらに、ネットワーク側装
置はさらにメモリを備えることができ、前記メモリがプロセッサと結合し、端末に必要な
プログラム命令とデータを保存するように構成される。
【００３２】
　第五の態様では、本出願の実施例に係るネットワーク側装置は、一つ又は複数のプロセ
ッサ、メモリ、送受信機及び一つ又は複数のプログラムを備え、ここで、前記一つ又は複
数のプログラムが前記メモリに記憶され、そして前記一つ又は複数のプロセッサによって
実行されるように構成され、前記プログラムが本発明の実施例の第一の態様におけるいず
れかの方法のステップを実行するための命令を含む。
【００３３】
　第六の態様では、本出願の実施例に係る端末は、一つ又は複数のプロセッサ、メモリ、
通信インタフェース及び一つ又は複数のプログラムを備え、ここで、前記一つ又は複数の
プログラムが前記メモリに記憶され、そして前記一つ又は複数のプロセッサによって実行
されるように構成され、前記プログラムが本発明の実施例の第二の態様におけるいずれか
の方法のステップを実行するための命令を含む。
【００３４】
　第七の態様による本発明の実施例はコンピュータ可読記憶媒体を提供し、ここで前記コ
ンピュータ可読記憶媒体が電子データ交換のためのコンピュータプログラムを記憶し、こ
こで、前記コンピュータプログラムによりコンピュータが本発明の第一の態様のいずれか
の方法に記載される一部又は全てのステップを実行する。
【００３５】
　第八の態様による本発明の実施例はコンピュータ可読記憶媒体を提供し、ここで前記コ
ンピュータ可読記憶媒体が電子データ交換のためのコンピュータプログラムを記憶し、こ
こで、前記コンピュータプログラムによりコンピュータが本発明の第二の態様のいずれか
の方法に記載される一部又は全てのステップを実行する。
【００３６】
　第九の態様では、本発明の実施例はコンピュータプログラム製品を提供し、ここで、前
記コンピュータプログラム製品がコンピュータプログラムを記憶する非一時的コンピュー
タ可読記憶媒体を含み、前記コンピュータプログラムがコンピュータに本発明の実施例の
第一の態様のいずれかの方法に記載される一部又は全てのステップを実行させるように動
作されることができる。該コンピュータプログラム製品は、一つのソフトウェアインスト
ールパッケージであってもよい。
【００３７】
　第十の態様では、本発明の実施例はコンピュータプログラム製品を提供し、ここで、前
記コンピュータプログラム製品がコンピュータプログラムを記憶する非一時的コンピュー
タ可読記憶媒体を含み、前記コンピュータプログラムがコンピュータに本発明の実施例の
第一の態様のいずれかの方法に記載される一部又は全てのステップを実行させるように動
作されることができる。該コンピュータプログラム製品は、一つのソフトウェアインスト
ールパッケージであってもよい。
【発明の効果】
【００３８】
　これから分かるように、本発明の実施例では、ネットワーク側装置と端末の間に少なく
とも一つの指示情報が伝送され、該少なくとも一つの指示情報がデータチャネルと第一の
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制御チャネルの間又は第二の制御チャネルと第一の制御チャネルの間の位置オフセット量
を指示することに用いられ、位置オフセット量が時間領域位置オフセット量及び／又は周
波数領域位置オフセット量を含み、且つ時間領域位置オフセット量がシンボルレベルのオ
フセット量であるため、第一の制御チャネルがそれぞれどのシンボルに位置するかに関わ
らず、位置オフセット量によってデータチャネルと第二の制御チャネルの時間周波数リソ
ースを容易に確定することができ、即ちチャネルのリソースの始点位置がＬＴＥシステム
のように固定されたサブフレーム／タイムスロット境界で指示される必要がなく、これに
より、「まずチャネルの位置するタイムスロット／サブフレームを指示し、次にチャネル
がそれの位置するタイムスロットのどのシンボルから開始するかを指示する」の２レベル
の指示によって引き起こされる大きなシグナリングの複雑さとオーバーヘッドが回避され
、無線通信システムにおけるチャネルリソースの割り当ての柔軟性と効率を向上すること
に有利である。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】本発明の実施例に係る例示的な通信システムのネットワークアーキテクチャ図で
ある。
【図２Ａ】本発明の実施例に係るチャネル位置指示方法の通信概略図である。
【図２Ｂ】本発明の実施例に係る別のチャネル位置指示方法の通信概略図である。
【図３Ａ】本発明の実施例に係るＲＲＣシグナリングでＰＤＣＣＨに対するＰＤＳＣＨの
時間領域位置オフセット量を指示する概略図である。
【図３Ｂ】本発明の実施例に係るＲＲＣシグナリングでＰＤＣＣＨに対するＰＵＳＣＨの
時間領域位置オフセット量を指示する概略図である。
【図３Ｃ】本発明の実施例に係るＰＤＣＣＨでＰＤＣＣＨに対するＰＤＳＣＨの時間領域
位置オフセット量を指示する概略図である。
【図３Ｄ】本発明の実施例に係るＰＤＣＣＨでＰＤＣＣＨに対するＰＵＳＣＨの時間領域
位置オフセット量を指示する概略図である。
【図３Ｅ】本発明の実施例に係るＲＲＣシグナリングでＰＤＣＣＨリソースセット又はサ
ーチスペースに対するＰＤＳＣＨの時間領域位置オフセット量を指示する概略図である。
【図３Ｆ】本発明の実施例に係るＰＤＣＣＨでＰＤＣＣＨリソースセット又はサーチスペ
ースに対するＰＤＳＣＨの時間領域位置オフセット量を指示する概略図である。
【図３Ｇ】本発明の実施例に係るＲＲＣシグナリングとＰＤＣＣＨでＰＤＣＣＨに対する
ＰＤＳＣＨの時間領域位置オフセット量を共同で指示する概略図である。
【図３Ｈ】本発明の実施例に係るＰＤＣＣＨでＲＲＣシグナリングの指示を覆し、ＰＤＣ
ＣＨに対するＰＤＳＣＨの時間領域位置オフセット量を確定する概略図である。
【図３Ｉ】本発明の実施例に係るＰＤＣＣＨでＰＤＣＣＨに対する、複数の周波数領域リ
ソースユニット内の複数のＰＤＳＣＨの時間領域位置オフセット量を指示する概略図であ
る。
【図３Ｊ】本発明の実施例に係るＰＤＣＣＨに対するＰＤＳＣＨの時間領域位置オフセッ
ト量及びＰＤＳＣＨの長さを指示する概略図である。
【図３Ｋ】本発明の実施例に係るＲＲＣシグナリングでＰＤＣＣＨに対するＰＤＳＣＨの
周波数領域位置オフセット量を指示する概略図である。
【図３Ｌ】本発明の実施例に係るＰＤＣＣＨでＰＤＣＣＨに対するＰＤＳＣＨの周波数領
域位置オフセット量を指示する概略図である。
【図３Ｍ】本発明の実施例に係るＲＲＣシグナリングでＰＤＳＣＨに対するＰＵＣＣＨの
時間領域位置オフセット量を指示する概略図である。
【図３Ｎ】本発明の実施例に係るＰＤＣＣＨでＰＤＳＣＨに対するＰＵＣＣＨの時間領域
位置オフセット量を指示する概略図である。
【図３Ｏ】本発明の実施例に係るＲＲＣシグナリングでＰＤＣＣＨに対するＰＵＣＣＨの
時間領域位置オフセット量を指示する概略図である。
【図３Ｐ】本発明の実施例に係るＰＤＣＣＨでＰＤＣＣＨに対するＰＵＣＣＨの時間領域
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位置オフセット量を指示する概略図である。
【図３Ｑ】本発明の実施例に係るＲＲＣシグナリングで別のＰＤＣＣＨに対する一つのＰ
ＤＣＣＨの時間領域位置オフセット量を指示する概略図である。
【図３Ｒ】本発明の実施例に係るＰＤＣＣＨで別のＰＤＣＣＨに対する一つのＰＤＣＣＨ
の時間領域位置オフセット量を指示する概略図である。
【図４】本発明の実施例に係るネットワーク側装置の構造図である。
【図５】本発明の実施例に係る端末の構造図である。
【図６】本発明の実施例に係るネットワーク側装置の機能ユニットの構成ブロック図であ
る。
【図７】本発明の実施例に係る端末の機能ユニットの構成ブロック図である。
【図８】本発明の実施例に係よる別の端末の構造図である。
【発明を実施するための形態】
【００４０】
　以下に実施例又は従来技術の説明に必要な図面を簡単に説明する。
【００４１】
　以下に図１を参照し、図１は本発明の実施例に係る例示的な通信システムの可能なネッ
トワークアーキテクチャである。該例示的な通信システムは４Ｇ　ＬＴＥ通信システム又
は５Ｇ　ＮＲ通信システムであってもよく、具体的にネットワーク側装置と端末を備え、
端末がネットワーク側装置によって提供される移動通信ネットワークにアクセスする時に
、端末とネットワーク側装置が無線リンクを介して通信して接続することができ、該通信
接続方式がシングル接続方式又はデュアル接続方式又はマルチ接続方式であってもよいが
、通信接続方式がシングル接続方式である場合、ネットワーク側装置がＬＴＥ基地局又は
ＮＲ基地局（またｇＮＢ基地局とも呼ばれる）であってもよく、通信方式がデュアル接続
方式であり（具体的に搬送波集約（ＣＡ）技術により実現されてもよく、又は複数のネッ
トワーク側装置で実現されてもよい）、そして端末に複数のネットワーク側装置が接続さ
れる場合、該複数のネットワーク側装置がマスタ基地局（ＭＣＧ）とセカンダリ基地局（
ＳＣＧ）であってもよく、基地局同士がバックホールリンク（ｂａｃｋｈａｕｌ）を介し
てデータバックホールを行い、マスタ基地局がＬＴＥ基地局であり、セカンダリ基地局が
ＬＴＥ基地局であってもよく、又は、マスタ基地局がＮＲ基地局であってもよく、セカン
ダリ基地局がＬＴＥ基地局であってもよく、又は、マスタ基地局がＮＲ基地局であっても
よく、セカンダリ基地局がＮＲ基地局であってもよい。
【００４２】
　本発明の実施例では、用語「ネットワーク」と「システム」が常に交換可能に使用され
、当業者はその意味を理解することができる。本発明の実施例に係る端末は無線通信機能
を備える様々なハンドヘルドデバイス、車載デバイス、ウェアラブルデバイス、コンピュ
ーティングデバイス又は無線モデムに接続された他の処理装置、及び様々な形態のユーザ
装置（ＵＥ：Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）、移動ステーション（ＭＳ：Ｍｏｂｉｌｅ
　Ｓｔａｔｉｏｎ）、端末装置（ｔｅｒｍｉｎａｌ　ｄｅｖｉｃｅ）などを備えることが
できる。説明を容易にするために、上述した装置は端末と総称される。
【００４３】
　図２Ａを参照し、図２Ａは本発明の実施例に係るチャネル位置指示方法を示しており、
該方法は２０１部分を含み、該２０１部分が具体的に以下のとおりである。
【００４４】
　２ａ０１部分において、ネットワーク側装置は少なくとも一つの指示情報を送信し、前
記少なくとも一つの指示情報がデータチャネルと第一の制御チャネルの間の位置オフセッ
ト量を指示することに用いられ、前記位置オフセット量が時間領域位置オフセット量及び
／又は周波数領域位置オフセット量を含み、前記位置オフセット量がシンボルレベルのオ
フセット量である。
【００４５】
　ここで、前記第一の制御チャネルは前記データチャネルをスケジューリングするチャネ



(12) JP 6937384 B2 2021.9.22

10

20

30

40

50

ルである。
【００４６】
　ここで、前記時間領域位置オフセットは、第一の制御チャネルの時間領域リソースの時
間領域開始位置及び／又は時間領域終止位置に対する前記データチャネルの時間領域リソ
ースの時間領域開始位置及び／又は時間領域終止位置のオフセット量であり、又は、前記
時間領域位置オフセットは、予め設定された時間周波数リソースの時間領域開始位置及び
／又は時間領域終止位置に対する前記データチャネルの時間周波数リソースの時間領域開
始位置及び／又は終止位置のオフセット量であり、前記予め設定された時間周波数リソー
スが前記第一の制御チャネルのリソースセット又はサーチスペースを含む。
【００４７】
　前記周波数領域位置オフセットは前記第一の制御チャネルの周波数領域リソースの周波
数領域開始位置及び／又は周波数領域終止位置に対する前記データチャネルの周波数領域
リソースの周波数領域開始位置及び／又は周波数領域終止位置のオフセット量である。
【００４８】
　ここで、前記時間領域位置オフセットの単位は、シンボルレベルの単位、例えば１つの
シンボル、２つのシンボル又はより多くのシンボルであってもよく、これに基づき、前記
時間領域位置オフセット量の単位は、さらにシンボルとタイムスロット、シンボルとタイ
ムスロットの組み合わせなどであってもよく、前記周波数領域位置オフセット量の単位は
リソースブロック、予め設定された数のリソースブロックのいずれか一つである。
【００４９】
　２ａ０２部分において、端末は前記少なくとも一つの指示情報を受信し、前記少なくと
も一つの指示情報がデータチャネルと第一の制御チャネルの間の位置オフセット量を指示
することに用いられ、前記位置オフセット量が時間領域位置オフセット量及び／又は周波
数領域位置オフセット量を含み、前記位置オフセット量がシンボルレベルのオフセット量
である。
【００５０】
　２ａ０３部分において、前記端末は前記少なくとも一つの指示情報に基づき、前記第一
の制御チャネルに対する前記データチャネルの位置オフセット量を確定する。
【００５１】
　２ａ０４部分において、前記端末は前記第一の制御チャネルに対する前記データチャネ
ルの位置オフセット量、及び前記第一の制御チャネルの位置に基づき、前記第一の制御チ
ャネルによってスケジューリングされた前記データチャネルの位置を確定する。
【００５２】
　ここで、前記データチャネルの位置が前記データチャネルの時間周波数リソースの位置
であってもよい。
【００５３】
　２ａ０５部分において、前記端末は前記制御チャネルによってスケジューリングされた
データチャネルの位置で第一のデータを伝送する。
【００５４】
　２ａ０６部分において、前記ネットワーク側装置は前記制御チャネルによってスケジュ
ーリングされたデータチャネルの位置で前記第一のデータを受信する。
【００５５】
　これから分かるように、本発明の実施例では、ネットワーク側装置と端末の間に少なく
とも一つの指示情報が伝送され、該少なくとも一つの指示情報がデータチャネルと第一の
制御チャネルの間の位置オフセット量を指示することに用いられ、位置オフセット量が時
間領域位置オフセット量及び／又は周波数領域位置オフセット量を含み、且つ時間領域位
置オフセット量がシンボルレベルのオフセット量であるため、第一の制御チャネルがそれ
ぞれどのシンボルに位置するかに関わらず、位置オフセット量によってデータチャネルの
時間周波数リソースを容易に確定することができ、即ちデータチャネルのリソースの始点
位置がＬＴＥシステムのように固定されたサブフレーム／タイムスロット境界で指示され
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る必要がなく、これにより、「まずチャネルの位置するタイムスロット／サブフレームを
指示し、次にチャネルがそれの位置するタイムスロットのどのシンボルから開始するかを
指示する」の２レベルの指示によって引き起こされる大きなシグナリングの複雑さとオー
バーヘッドが回避され、無線通信システムにおけるデータチャネルリソースの割り当ての
柔軟性と効率を向上することに有利である。
【００５６】
　図２Ａと一致し、図２Ｂを参照し、図２Ｂは本発明の実施例に係るチャネル位置指示方
法を示しており、該方法は２ｂ０１部分を含み、該２０１部分が具体的に以下のとおりで
ある。
【００５７】
　２ｂ０１部分において、ネットワーク側装置は少なくとも一つの指示情報を送信し、前
記少なくとも一つの指示情報が第二の制御チャネルと前記第一の制御チャネルの間の位置
オフセット量を指示することに用いられ、前記位置オフセット量が時間領域位置オフセッ
ト量及び／又は周波数領域位置オフセット量を含み、前記位置オフセット量がシンボルレ
ベルのオフセット量である。
【００５８】
　ここで、前記第一の制御チャネルは前記データチャネルをスケジューリングするチャネ
ルである。
【００５９】
　ここで、前記時間領域位置オフセットは、前記第一の制御チャネルの時間領域リソース
の時間領域開始位置及び／又は時間領域終止位置に対する前記第二の制御チャネルの時間
領域リソースの時間領域開始位置及び／又は時間領域終止位置のオフセット量であり、又
は、前記時間領域位置オフセットは、予め設定された時間周波数リソースの時間領域開始
位置及び／又は時間領域終止位置に対する前記第二の制御チャネルの時間周波数リソース
の時間領域開始位置及び／又は終止位置のオフセット量であり、前記予め設定された時間
周波数リソースが前記第一の制御チャネルのリソースセット又はサーチスペースを含む。
【００６０】
　ここで、前記周波数領域位置オフセットは前記第一の制御チャネルの周波数領域リソー
スの周波数領域開始位置及び／又は周波数領域終止位置に対する前記第二の制御チャネル
の周波数領域リソースの周波数領域開始位置及び／又は周波数領域終止位置のオフセット
量である。
【００６１】
　２ｂ０２部分において、端末は前記少なくとも一つの指示情報を受信し、前記少なくと
も一つの指示情報が第二の制御チャネルと前記第一の制御チャネルの間の位置オフセット
量を指示することに用いられ、前記位置オフセット量が時間領域位置オフセット量及び／
又は周波数領域位置オフセット量を含み、前記位置オフセット量がシンボルレベルのオフ
セット量である。
【００６２】
　２ｂ０３部分において、前記端末は前記少なくとも一つの指示情報に基づき、前記第一
の制御チャネルに対する前記第二の制御チャネルの位置オフセット量を確定する。
【００６３】
　２ｂ０４部分において、前記端末は前記第一の制御チャネルに対する前記第二の制御チ
ャネルの位置オフセット量、及び前記第一の制御チャネルの位置に基づき、前記第二の制
御チャネルの位置を確定する。
【００６４】
　ここで、前記第二の制御チャネルの位置が前記第二の制御チャネルの時間周波数リソー
スの位置であってもよい。
【００６５】
　２ｂ０５部分において、前記端末は前記第二の制御チャネルの位置で第二のデータを伝
送する。
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【００６６】
　２ｂ０６部分において、前記ネットワーク側装置は前記第二の制御チャネルの位置で前
記第二のデータを受信する。
【００６７】
　これから分かるように、本発明の実施例では、ネットワーク側装置と端末の間に少なく
とも一つの指示情報が伝送され、該少なくとも一つの指示情報が第二の制御チャネルと第
一の制御チャネルの間の位置オフセット量を指示することに用いられ、位置オフセット量
が時間領域位置オフセット量及び／又は周波数領域位置オフセット量を含み、且つ時間領
域位置オフセット量がシンボルレベルのオフセット量であるため、第一の制御チャネルが
それぞれどのシンボルに位置するかに関わらず、位置オフセット量によってデ第二の制御
チャネルの時間周波数リソースを容易に確定することができ、即ち第二の制御チャネルの
リソースの始点位置がＬＴＥシステムのように固定されたサブフレーム／タイムスロット
境界で指示される必要がなく、これにより、「まずチャネルの位置するタイムスロット／
サブフレームを指示し、次にチャネルがそれの位置するタイムスロットのどのシンボルか
ら開始するかを指示する」の２レベルの指示によって引き起こされる大きなシグナリング
の複雑さとオーバーヘッドが回避され、無線通信システムにおける制御チャネルリソース
の割り当ての柔軟性と効率を向上することに有利である。
【００６８】
　一つの可能な例では、前記少なくとも一つの指示情報は第一の指示情報を含み、前記第
一の指示情報が無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリング又はシステム情報によって伝送
され、前記第一の指示情報が前記データチャネルと前記第一の制御チャネルの間又は前記
第二の制御チャネルと前記第一の制御チャネルの間の位置オフセット量を指示することに
用いられる。
【００６９】
　これから分かるように、本例では、ネットワーク側装置と端末の間に第一の指示情報が
伝送され、該第一の指示情報がデータチャネルと第一の制御チャネルの間又は第二の制御
チャネルと第一の制御チャネルの間の位置オフセット量を直接指示することができ、その
ためチャネルのリソース位置が該位置オフセット量と第一の制御チャネルのリソース位置
に基づいて確定されてもよく、即ちチャネルのリソースの始点位置がＬＴＥシステムのよ
うに固定されたサブフレーム／タイムスロット境界で指示される必要がなく、これにより
、「まずチャネルの位置するタイムスロット／サブフレームを指示し、次にチャネルがそ
れの位置するタイムスロットのどのシンボルから開始するかを指示する」の２レベルの指
示によって引き起こされる大きなシグナリングの複雑さとオーバーヘッドが回避され、無
線通信システムにおけるチャネルリソースの割り当ての柔軟性と効率を向上することに有
利である。そして該第一の指示情報がＲＲＣシグナリング又はシステム情報によって伝送
されるため、シグナリングオーバーヘッドが小さく、チャネルリソース割り当てのデータ
伝送効率がさらに向上し、シグナリングの読み取りの遅延が減少する。
【００７０】
　一つの可能な例では、前記少なくとも一つの指示情報は第二の指示情報を含み、前記第
二の指示情報がダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）によって伝送され、前記第二の指示情報
が、前記データチャネルと前記第一の制御チャネルの間又は前記第二の制御チャネルと前
記第一の制御チャネルの間の位置オフセット量を指示することに用いられる。
【００７１】
　これから分かるように、本例では、ネットワーク側装置と端末の間に第二の指示情報が
伝送され、該第二の指示情報がデータチャネルと第一の制御チャネルの間又は第二の制御
チャネルと第一の制御チャネルの間の位置オフセット量を直接指示することができ、その
ためチャネルのリソース位置が該位置オフセット量と制御チャネルのリソース位置に基づ
いて確定されてもよく、即ちチャネルのリソースの始点位置がＬＴＥシステムのように固
定されたサブフレーム／タイムスロット境界で指示される必要がなく、これにより、「ま
ずチャネルの位置するタイムスロット／サブフレームを指示し、次にチャネルがそれの位
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置するタイムスロットのどのシンボルから開始するかを指示する」の２レベルの指示によ
って引き起こされる大きなシグナリングの複雑さとオーバーヘッドが回避され、無線通信
システムにおけるチャネルリソースの割り当ての柔軟性と効率を向上することに有利であ
る。そして該第一の指示情報がＤＣＩによって伝送されるため、制御チャネルによってス
ケジューリングされたデータチャネルのリソースを動的に指示することができ、データチ
ャネルリソースの割り当ての柔軟性がさらに向上する。
【００７２】
　一つの可能な例では、前記少なくとも一つの指示情報は第一の指示情報と第二の指示情
報を含み、前記第一の指示情報が無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリング又はシステム
情報によって伝送され、前記第二の指示情報がダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）によって
伝送され、
　前記第一の指示情報が少なくとも一つの位置オフセット量を含み、前記第二の指示情報
が選択された位置オフセット量に対応するインジケーターを含み、前記インジケーターが
、前記データチャネルと前記第一の制御チャネルの間又は前記第二の制御チャネルと前記
第一の制御チャネルの間の位置オフセット量が、前記選択された位置オフセット量である
ことを指示することに用いられ、前記選択された位置オフセット量が前記少なくとも一つ
の位置オフセット量から選択された位置オフセット量である。
【００７３】
　これから分かるように、この可能な例では、ネットワーク側装置と端末の間に第一の指
示情報と第二の指示情報が伝送され、そして該第一の指示情報と第二の指示情報でデータ
チャネルと第一の制御チャネルの間又は第二の制御チャネルと第一の制御チャネルの間の
位置オフセット量を共同で指示し、第一の指示情報のみで指示することに対して、第一の
制御チャネルによってスケジューリングされたチャネルリソースをＤＣＩ情報で動的に指
示し、チャネルリソースの割り当ての柔軟性を向上することができ、第二の指示情報のみ
で指示することに対して、ＲＲＣシグナリング又はシステム情報が選択された位置オフセ
ット量を少数の位置オフセット量の値に制限し、それによってシグナリングオーバーヘッ
ドを削減し、データチャネルリソースの割り当ての効率を向上させることができる。
【００７４】
　上記の可能な例では、前記少なくとも一つの指示情報は第一の指示情報と第二の指示情
報を含み、前記第一の指示情報が無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリング又はシステム
情報によって伝送され、前記第二の指示情報がダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）によって
伝送され、
　前記第一の指示情報内の第一の位置オフセット量が前記データチャネルと前記第一の制
御チャネルの間又は第二の制御チャネルと前記第一の制御チャネルの間の位置オフセット
量を指示することに用いられ、前記第二の指示情報内の第二の位置オフセット量が、前記
データチャネルと前記第一の制御チャネルの間又は前記第二の制御チャネルと前記第一の
制御チャネルの間の位置オフセット量を指示することに用いられ、前記第二の位置オフセ
ット量が、端末が前記第二の位置オフセット量と前記第一の位置オフセット量が異なるこ
とを検出する時に、前記第二の位置オフセット量を、前記データチャネルと前記第一の制
御チャネルの間又は前記第二の制御チャネルと前記第一の制御チャネルの間の位置オフセ
ット量として確定することに用いられる。
【００７５】
　これから分かるように、本例では、ネットワーク側装置と端末の間に第一の指示情報と
第二の指示情報が伝送され、第一の指示情報が第一の位置オフセット量を含み、第二の指
示情報が第二の位置オフセット量を含み、そして第二の位置オフセット量に指示されるデ
ータチャネルが第一の位置オフセット量に指示されるデータチャネルと同じであり、第二
の位置オフセット量が、端末が第二の位置オフセット量と第一の位置オフセット量が異な
ることを検出する時に、第二の位置オフセット量がデータチャネルと第一の制御チャネル
の間又は第二の制御チャネルと第一の制御チャネルの間の位置オフセット量であり、即ち
第二の位置オフセット量が第一の位置オフセット量を覆すことができることを確定するこ
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とに用いられる。第一の指示情報のみで指示することに対して、第一の制御チャネルによ
ってスケジューリングされたチャネルリソースを第二の指示情報で動的に指示することが
でき、データチャネルリソースの割り当ての柔軟性及び精確性の向上に役立ち、第二の指
示情報のみで指示することに対して、シグナリングオーバーヘッドを削減し、データチャ
ネルリソースの割り当ての効率を向上させることができる。
【００７６】
　一つの可能な例では、前記少なくとも一つの指示情報は第二の指示情報を含み、前記第
二の指示情報がダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）によって伝送され、
　前記データチャネルが複数の周波数領域リソースユニット内の時間領域リソースを含み
、前記第二の指示情報が前記複数の周波数領域リソースユニットに対応する複数の時間領
域位置オフセット量を含み、各時間領域位置オフセット量が対応する周波数領域リソース
ユニット内の時間領域リソースと前記第一の制御チャネルの間の時間領域位置オフセット
量を指示することに用いられる。
【００７７】
　これから分かるように、本例では、第二の指示情報が複数の周波数領域ユニットに対し
て異なる時間領域位置オフセット量を指示することにより、データチャネル又は第二の制
御チャネルの異なる周波数領域リソースユニット内の時間領域リソースを異なる時間領域
位置から開始させることをサポートすることができ、それによってより柔軟且つより効果
的なデータチャネルリソース割り当てを実現することができる。
【００７８】
　一つの可能な例では、前記少なくとも一つの指示情報は第一の指示情報と第二の指示情
報を含み、前記第一の指示情報が無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリング又はシステム
情報によって伝送され、前記第二の指示情報がダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）によって
伝送され、
　前記データチャネル又は第二の制御チャネルが複数の周波数領域リソースユニット内の
時間領域リソースを含み、前記第一の指示情報が少なくとも一つの時間領域位置オフセッ
ト量を含み、前記第二の指示情報が前記複数の周波数領域リソースユニットに対応する複
数のインジケーターを含み、前記複数のインジケーターが前記少なくとも一つの時間領域
位置オフセット量から選択された複数の時間領域位置オフセット量に対応し、前記複数の
インジケーターのそれぞれが、対応する周波数領域リソースユニット内のデータチャネル
と前記第一の制御チャネルの間の位置オフセット量が該インジケーターに対応する時間領
域位置オフセット量であることを指示することに用いられる。
【００７９】
　一つの可能な例では、前記少なくとも一つの指示情報はさらにデフォルトの位置オフセ
ット量を含み、前記デフォルトの位置オフセット量が、端末が前記第一の指示情報と前記
第二の指示情報から前記データチャネルと前記第一の制御チャネルの間又は前記第二の制
御チャネルと前記第一の制御チャネルの間の位置オフセット量を取得しない時に、前記デ
ータチャネルと前記第一の制御チャネルの間又は前記第二の制御チャネルと前記第一の制
御チャネルの間の位置オフセット量を確定することに用いられる。
【００８０】
　これから分かるように、本例では、第一の指示情報と第二の指示情報がいずれも時間領
域位置オフセット量を明確に指示しないデータチャネル又は第二の制御チャネルに対して
、デフォルトの時間領域位置オフセット量によって第一の制御チャネルに対する該データ
チャネル又は第二の制御チャネルの時間領域位置オフセット量を確定することができ、こ
れにより、関連する制御シグナリングの誤検出、検出漏れの場合でデータチャネルの時間
領域位置を確定できないことが回避され、無線通信システムのチャネルリソース割り当て
の信頼性を向上させることに有利である。
【００８１】
　一つの可能な例では、前記少なくとも一つの指示情報はさらに第三の指示情報を含み、
前記第三の指示情報が前記データチャネルの時間領域長さを指示することに用いられ、前
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記第三の指示情報がＲＲＣシグナリング及び／又はダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）によ
って伝送される。
【００８２】
　これから分かるように、本例では、ネットワーク側装置と端末の間に伝送される少なく
とも一つの指示情報がさらにデータチャネルの時間領域長さを指示するための第三の指示
情報を含むことができ、これにより、より柔軟且つより効果的なデータチャネルリソース
の割り当てを実現し、無線通信システムにおけるデータチャネルリソースの配置の柔軟性
及び効率の向上に役立つ。
【００８３】
　以下に具体的な応用シーンと組み合わせて本発明の実施例を具体的に説明する。
【００８４】
　図３Ａを参照し、データチャネルが物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）であ
り、制御チャネルが物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）であり、図３Ａは本発
明の実施例に係るＲＲＣシグナリングでＰＤＣＣＨに対するＰＤＳＣＨの時間領域位置オ
フセット量を指示する概略図である。図３Ａに示すように、この実施例では、ＲＲＣシグ
ナリングでＰＤＣＣＨに対するダウンリンクデータＰＤＳＣＨの時間領域位置オフセット
量を指示し、該時間領域位置オフセット量がシンボル、いくつかのシンボル、シンボルと
タイムスロット、シンボルとミニスロット（ｍｉｎｉ－ｓｌｏｔ）を単位とすることがで
きる。この方法により、ＰＤＣＣＨがどのシンボルに位置するかに関わらず、それによっ
てスケジューリングされたＰＤＳＣＨのリソースを容易に指示することができる。これに
より、柔軟、高効率、低遅延のデータチャネルリソース割り当てを実現することができる
。
【００８５】
　図３Ｂを参照し、データチャネルが物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）であ
り、制御チャネルが物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）であり、図３Ｂは本発
明の実施例に係るＲＲＣシグナリングでＰＤＣＣＨに対するＰＵＳＣＨの時間領域位置オ
フセット量を指示する概略図である。図３Ｂに示すように、この実施例では、ＲＲＣシグ
ナリングでＰＤＣＣＨに対するＰＵＳＣＨの時間領域位置オフセット量を指示する。この
方法により、ＰＤＣＣＨがどのシンボルに位置するかに関わらず、それによってスケジュ
ーリングされたＰＵＳＣＨのリソースを容易に指示することができる。これにより、柔軟
、高効率、低遅延のデータチャネルリソース割り当てを実現することができる。
【００８６】
　図３Ｃを参照し、データチャネルが物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）であ
り、制御チャネルが物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）であり、図３Ｃは本発
明の実施例に係るＰＤＣＣＨでＰＤＣＣＨに対するＰＤＳＣＨの時間領域位置オフセット
量を指示する概略図である。図３Ｃに示すように、この実施例では、ダウンリンク制御チ
ャネルＰＤＣＣＨでＰＤＣＣＨに対するＰＤＳＣＨの時間領域位置オフセット量を指示す
る。オフセット量はシンボル、いくつかのシンボル、シンボルとタイムスロット、シンボ
ルとミニスロット（ｍｉｎｉ－ｓｌｏｔ）を単位とすることができる。ＲＲＣシグナリン
グで指示することに対して、ＰＤＣＣＨでＰＤＳＣＨからＰＤＣＣＨまでの時間領域位置
オフセット量を指示することは、それによってスケジューリングされたＰＤＳＣＨのリソ
ースを動的に指示することができる。これにより、より柔軟なデータチャネルリソース割
り当てを実現することができる。しかし、ＲＲＣシグナリングで指示することに対して、
シグナリングオーバーヘッドが大きい。
【００８７】
　図３Ｄを参照し、データチャネルが物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）であ
り、制御チャネルが物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）であり、図３Ｄは本発
明の実施例に係るＰＤＣＣＨでＰＤＣＣＨに対するＰＵＳＣＨの時間領域位置オフセット
量を指示する概略図である。図３Ｄに示すように、この実施例では、ダウンリンク制御チ
ャネルＰＤＣＣＨでＰＤＣＣＨに対するＰＵＳＣＨの時間領域位置オフセット量を指示す
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る。オフセット量はシンボル、いくつかのシンボル、シンボルとタイムスロット、シンボ
ルとミニスロット（ｍｉｎｉ－ｓｌｏｔ）を単位とすることができる。ＲＲＣシグナリン
グで指示することに対して、ＰＤＣＣＨでＰＵＳＣＨからＰＤＣＣＨまでの時間領域位置
オフセット量を指示することは、それによってケジューリングされたＰＤＳＣＨのリソー
スを動的に指示することができる。これにより、より柔軟なデータチャネルリソース割り
当てを実現することができる。しかし、ＲＲＣシグナリングで指示することに対して、シ
グナリングオーバーヘッドが大きい。
【００８８】
　図３Ｅを参照し、データチャネルが物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）であ
り、制御チャネルが物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）であり、図３Ｅは本発
明の実施例に係るＲＲＣシグナリングでＰＤＣＣＨリソースセット又はサーチスペースに
対するＰＤＳＣＨの時間領域位置オフセット量を指示する概略図である。図３Ｅに示すよ
うに、この実施例では、ＲＲＣシグナリングでＰＤＣＣＨリソースセット又はサーチスペ
ースに対するＰＤＳＣＨの時間領域位置オフセット量を指示する。ＰＤＣＣＨリソースセ
ット又はサーチスペースは端末を含む可能性があるＰＤＣＣＨのリソース範囲であり、ネ
ットワーク装置はまずＰＤＣＣＨリソースセット又はサーチスペースを端末に指示する。
したがって、ＰＤＣＣＨがどのシンボルに位置するかに関わらず、ＰＤＣＣＨリソースセ
ット又はサーチスペースに対するＰＤＳＣＨの時間領域位置オフセット量を指示すること
により、あるＰＤＣＣＨによってスケジューリングされたＰＤＳＣＨのリソースを指示す
ることができる。これにより、柔軟、高効率、低遅延のデータチャネルリソース割り当て
を実現することができる。この実施例の方法は、ＰＤＣＣＨリソースセット又はサーチス
ペースに対するＰＵＳＣＨの時間領域位置オフセット量を指示することに用いられてもよ
い。
【００８９】
　図３Ｆを参照し、データチャネルが物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）であ
り、制御チャネルが物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）であり、図３Ｆは本発
明の実施例に係るＰＤＣＣＨでＰＤＣＣＨリソースセット又はサーチスペースに対するＰ
ＤＳＣＨの時間領域位置オフセット量を指示する概略図である。図３Ｆに示すように、こ
の実施例では、ＲＲＣシグナリングではなくＰＤＳＣＨでＰＤＣＣＨリソースセット又は
サーチスペースに対するＰＤＳＣＨの時間領域位置オフセット量を指示する。ＲＲＣシグ
ナリングで指示することに対して、ＰＤＣＣＨでＰＤＳＣＨからＰＤＣＣＨリソースセッ
ト又はサーチスペースまでのオフセット量を指示することは、それによってスケジューリ
ングされたＰＤＳＣＨのリソースを動的に指示することができる。これにより、より柔軟
なデータチャネルリソース割り当てを実現することができる。しかし、ＲＲＣシグナリン
グで指示することに対して、シグナリングオーバーヘッドが大きい。この実施例の方法は
、ＰＤＣＣＨリソースセット又はサーチスペースに対するＰＵＳＣＨの時間領域位置オフ
セット量を指示することに用いられてもよい。
【００９０】
　図３Ｇを参照し、データチャネルが物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）であ
り、制御チャネルが物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）であり、図３Ｇは本発
明の実施例に係るＲＲＣシグナリングとＰＤＣＣＨでＰＤＣＣＨに対するＰＤＳＣＨの時
間領域位置オフセット量を共同で指示する概略図である。図３Ｇに示すように、この実施
例では、まずＲＲＣシグナリングでＰＤＣＣＨに対する複数のＰＤＳＣＨの時間領域位置
オフセット量を指示し、次にＰＤＣＣＨでこのいくつかのオフセット量から一つ指定する
。ＲＲＣシグナリングで指示することに対して、ＰＤＣＣＨはそれにスケジューリングさ
れたＰＤＳＣＨのリソースを動的に指示し、データチャネルリソースの割り当ての柔軟性
を向上させる。ＰＤＣＣＨのみで指示することに対して、ＲＲＣシグナリングはシグナリ
ングオーバーヘッドを削減し、データチャネルリソースの割り当ての効率を向上させるこ
とができる。この実施例の方法は、ＰＤＣＣＨに対するＰＵＳＣＨの時間領域位置オフセ
ット量を指示することに用いられてもよい。この実施例の方法は、ＰＤＣＣＨリソースセ
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ット又はサーチスペースに対するＰＤＳＣＨ／ＰＵＳＣＨの時間領域位置オフセット量を
指示することに用いられてもよい。
【００９１】
　図３Ｈを参照し、データチャネルが物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）であ
り、制御チャネルが物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）であり、図３Ｈは本発
明の実施例に係るＰＤＣＣＨでＲＲＣシグナリングの指示を覆し、ＰＤＣＣＨに対するＰ
ＤＳＣＨの時間領域位置オフセット量を確定する概略図である。図３Ｈに示すように、こ
の実施例では、まずＲＲＣシグナリングでＰＤＣＣＨに対する一つのＰＤＳＣＨの時間領
域位置オフセット量を指示し、次にＰＤＣＣＨでＰＤＣＣＨに対する一つの新しいＰＤＳ
ＣＨの時間領域位置オフセット量を指示する。ＲＲＣシグナリングとＰＤＣＣＨから端末
によって受信された時間領域位置オフセット量が異なる場合、ＰＤＣＣＨに指示される時
間領域位置オフセット量を用いてＰＤＣＣＨに対するＰＤＳＣＨの時間領域位置オフセッ
ト量を確定する。ＲＲＣシグナリングのみで指示することに対して、本実施例はＰＤＣＣ
ＨはそれにスケジューリングされたＰＤＳＣＨのリソースを動的に指示することができ、
データチャネルリソースの割り当ての柔軟性と精確性を向上させることができる。ＰＤＣ
ＣＨのみで指示することに対して、本実施例は、シグナリングオーバーヘッドを削減する
ことができる。この実施例の方法は、ＰＤＣＣＨに対するＰＵＳＣＨの時間領域位置オフ
セット量を指示することに用いられてもよい。この実施例の方法は、ＰＤＣＣＨリソース
セット又はサーチスペースに対するＰＤＳＣＨ／ＰＵＳＣＨの時間領域位置オフセット量
を指示することに用いられてもよい。
【００９２】
　図３Ｉを参照し、データチャネルは物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）であ
り、該ＰＤＳＣＨが複数の周波数領域リソースユニット内の時間領域リソースを含み、制
御チャネルは物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）であり、図３Ｉは本発明の実
施例に係るＰＤＣＣＨでＰＤＣＣＨに対する複数の周波数領域リソースユニット内の時間
領域リソースの時間領域位置オフセット量を指示する概略図である。図３Ｉに示すように
、この実施例では、ＰＤＣＣＨでＰＤＣＣＨに対する各時間領域リソースの時間領域位置
オフセットを指示し、複数の周波数領域リソースユニットに対して異なる時間領域位置オ
フセット量を指示する。これにより、ＰＤＳＣＨの異なる周波数領域リソースユニット内
の時間領域リソースを異なる時間領域位置から開始させることができ、それによってより
柔軟なチャネルリソース割り当てを実現する。この実施例の方法は、ＰＤＣＣＨに対する
ＰＵＳＣＨの時間領域位置オフセット量を指示することに用いられてもよい。この実施例
の方法は、ＰＤＣＣＨリソースセット又はサーチスペースに対するＰＤＳＣＨ／ＰＵＳＣ
Ｈの時間領域位置オフセット量を指示することに用いられてもよい。この実施例ではＲＲ
ＣシグナリングとＰＤＣＣＨで共同で指示する方法又はＰＤＣＣＨでＲＲＣシグナリング
の指示を覆す方法を用いることもできる。
【００９３】
　図３Ｊを参照し、データチャネルが物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）であ
り、制御チャネルが物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）であり、図３Ｊは本発
明の実施例に係るＰＤＣＣＨに対するＰＤＳＣＨの時間領域位置オフセット量及びＰＤＳ
ＣＨの長さを指示する概略図である。図３Ｊに示すように、この実施例では、ＰＤＣＣＨ
でＰＤＣＣＨに対するＰＤＳＣＨの時間領域位置オフセット量を指示するだけでなく、Ｐ
ＤＣＣＨでＰＤＳＣＨの時間領域長さを指示する。このようにしてＰＤＳＣＨの位置だけ
でなく、ＰＤＳＨＣの長さを柔軟に設定することができ、それによってより柔軟且つより
効果的なデータチャネルリソース割り当てを実現する。この実施例の方法は、ＰＤＣＣＨ
に対するＰＵＳＣＨの時間領域位置オフセット量及びその長さを指示することに用いられ
てもよい。この実施例の方法は、ＰＤＣＣＨリソースセット又はサーチスペースに対する
ＰＤＳＣＨ／ＰＵＳＣＨの時間領域位置オフセット量及びその長さを指示することに用い
られてもよい。この実施例ではＲＲＣシグナリングとＰＤＣＣＨで共同で指示する方法又
はＰＤＣＣＨでＲＲＣシグナリングの指示を覆す方法を用いることもできる。この実施例
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の方法は、複数の周波数領域リソースユニットに対して、ＰＤＣＣＨに対する異なるＰＤ
ＳＣＨ／ＰＵＳＣＨの時間領域位置オフセット量及びその長さを指示することもできる。
【００９４】
　図３Ｋを参照し、データチャネルが物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）であ
り、制御チャネルが物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）であり、図３Ｋは本発
明の実施例に係るＲＲＣシグナリングでＰＤＣＣＨに対するＰＤＳＣＨの周波数領域位置
オフセット量を指示する概略図である。図３Ｋに示すように、この実施例では、ＲＲＣシ
グナリングでＰＤＣＣＨに対するＰＤＳＣＨの時間領域位置オフセット量ではなく、ＲＲ
ＣシグナリングでＰＤＣＣＨに対するＰＤＳＣＨの周波数領域位置オフセット量を指示す
る。ＰＤＣＣＨとＰＤＳＣＨが周波数領域において近いため、この実施例は、ＰＤＳＣＨ
周波数領域リソースを柔軟に割り当てるとともに、ＰＤＳＣＨ周波数領域リソースを指示
するためのシグナリングオーバーヘッドを節約することができる。この実施例の方法は、
ＰＤＣＣＨに対するＰＵＳＣＨの周波数領域位置オフセット量を指示することに用いられ
てもよい。この実施例の方法は、ＰＤＣＣＨリソースセット又はサーチスペースに対する
ＰＤＳＣＨ／ＰＵＳＣＨの周波数領域位置オフセット量を指示することに用いられてもよ
い。この実施例の方法は、複数の時間領域リソースユニットに対して、ＰＤＣＣＨに対す
る異なるＰＤＳＣＨ／ＰＵＳＣＨの周波数領域位置オフセット量を指示することもできる
。
【００９５】
　図３Ｌを参照し、データチャネルが物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）であ
り、制御チャネルが物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）であり、図３Ｌは本発
明の実施例に係るＰＤＣＣＨでＰＤＣＣＨに対するＰＤＳＣＨの周波数領域位置オフセッ
ト量を指示する概略図である。図３Ｌに示すように、この実施例では、ＰＤＣＣＨでＰＤ
ＣＣＨに対するＰＤＳＣＨの時間領域位置オフセット量ではなく、ＰＤＣＣＨでＰＤＣＣ
Ｈに対するＰＤＳＣＨの周波数領域位置オフセット量を指示する。ＰＤＣＣＨとＰＤＳＣ
Ｈが周波数領域において近いため、この実施例は、ＰＤＳＣＨ周波数領域リソースを柔軟
に割り当てるとともに、ＰＤＳＣＨ周波数領域リソースを指示するためのシグナリングオ
ーバーヘッドを節約することができる。この実施例の方法は、ＰＤＣＣＨに対するＰＵＳ
ＣＨの周波数領域位置オフセット量を指示することに用いられてもよい。この実施例の方
法は、ＰＤＣＣＨリソースセット又はサーチスペースに対するＰＤＳＣＨ／ＰＵＳＣＨの
周波数領域位置オフセット量を指示することに用いられてもよい。この実施例ではＲＲＣ
シグナリングとＰＤＣＣＨで共同で指示する方法又はＰＤＣＣＨでＲＲＣシグナリングの
指示を覆す方法を用いることもできる。この実施例の方法は、複数の時間領域リソースユ
ニットに対して、ＰＤＣＣＨに対する異なるＰＤＳＣＨ／ＰＵＳＣＨの周波数領域位置オ
フセット量を指示することもできる。
【００９６】
　図３Ｍを参照し、データチャネルが物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）であ
り、制御チャネルが物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）であり、図３Ｍは本発
明の実施例に係るＲＲＣシグナリングでＰＤＳＣＨに対するＰＵＣＣＨの時間領域位置オ
フセット量を指示する概略図である。図３Ｍに示すように、この実施例では、ＲＲＣシグ
ナリングでＰＤＳＣＨに対するＰＵＣＣＨの時間領域位置オフセット量を指示し、該時間
領域位置オフセット量がシンボル、いくつかのシンボル、シンボルとタイムスロット、シ
ンボルとミニスロット（ｍｉｎｉ－ｓｌｏｔ）を単位とすることができる。この方法によ
り、ＰＤＳＣＨがどのシンボルに位置するかに関わらず、それに対応するＰＵＣＣＨ（例
えばＰＤＳＣＨに対応するＡＣＫ／ＮＡＣＫを伝送するＰＵＣＣＨ）のリソースを容易に
指示することができる。これにより、柔軟、高効率、低遅延の制御チャネルリソース割り
当てを実現することができる。
【００９７】
　図３Ｎを参照し、データチャネルが物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）であ
り、制御チャネルが物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）であり、図３Ｍは本発
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明の実施例に係るＰＤＣＣＨでＰＤＳＣＨに対するＰＵＣＣＨの時間領域位置オフセット
量を指示する概略図である。図３Ｍに示すように、この実施例では、ＰＤＣＣＨでＰＤＳ
ＣＨに対するＰＵＣＣＨの時間領域位置オフセット量を指示する。オフセット量はシンボ
ル、いくつかのシンボル、シンボルとタイムスロット、シンボルとミニスロット（ｍｉｎ
ｉ－ｓｌｏｔ）を単位とすることができる。ＲＲＣシグナリングで指示することに対して
、ＰＤＣＣＨでＰＵＣＣＨからＰＤＳＣＨまでの時間領域位置オフセット量を指示するこ
とは、それに対応するＰＵＣＣＨ（例えばＰＤＳＣＨに対応するＡＣＫ／ＮＡＣＫを伝送
するためのＰＵＣＣＨ）のリソースを動的に指示することができる。これにより、柔軟な
制御チャネルリソース割り当てを実現することができる。しかし、ＲＲＣシグナリングで
指示することに対して、シグナリングオーバーヘッドが大きい。
【００９８】
　図３Ｏを参照し、一つの制御チャネルが物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）
であり、別の制御チャネルが物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）であり、図３
Ｏは本発明の実施例に係るＲＲＣシグナリングでＰＤＣＣＨに対するＰＵＣＣＨの時間領
域位置オフセット量を指示する概略図である。図３Ｏに示すように、この実施例では、Ｒ
ＲＣシグナリングでＰＤＣＣＨに対するＰＵＣＣＨの時間領域位置オフセット量を指示し
、該時間領域位置オフセット量がシンボル、いくつかのシンボル、シンボルとタイムスロ
ット、シンボルとミニスロット（ｍｉｎｉ－ｓｌｏｔ）を単位とすることができる。この
方法により、ＰＤＣＣＨがどのシンボルに位置するかに関わらず、ＰＵＣＣＨのリソース
を容易に指示することができる。これにより、柔軟、高効率、低遅延の制御チャネルリソ
ース割り当てを実現することができる。
【００９９】
　図３Ｐを参照し、一つの制御チャネルが物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）
であり、別の制御チャネルが物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）であり、図３
Ｐは本発明の実施例に係るＰＤＣＣＨでＰＤＣＣＨに対するＰＵＣＣＨの時間領域位置オ
フセット量を指示する概略図である。図３Ｐに示すように、この実施例では、ＰＤＣＣＨ
でＰＤＣＣＨに対するＰＵＣＣＨの時間領域位置オフセット量を指示する。オフセット量
はシンボル、いくつかのシンボル、シンボルとタイムスロット、シンボルとミニスロット
（ｍｉｎｉ－ｓｌｏｔ）を単位とすることができる。ＲＲＣシグナリングで指示すること
に対して、ＰＤＣＣＨでＰＵＣＣＨからＰＤＣＣＨまでの時間領域位置オフセット量を指
示することは、ＰＵＣＣＨのリソースを動的に指示することができる。これにより、柔軟
な制御チャネルリソース割り当てを実現することができる。しかし、ＲＲＣシグナリング
で指示することに対して、シグナリングオーバーヘッドが大きい。
【０１００】
　図３Ｑを参照し、一つの制御チャネルが物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）
であり、別の制御チャネルもＰＤＣＣＨであり、図３Ｑは本発明の実施例に係るＲＲＣシ
グナリングで別のＰＤＣＣＨに対する一つのＰＤＣＣＨの時間領域位置オフセット量を指
示する概略図である。図３Ｑに示すように、この実施例では、ＲＲＣシグナリングで別の
ＰＤＣＣＨに対する一つのＰＤＣＣＨの時間領域位置オフセット量を指示し、該時間領域
位置オフセット量がシンボル、いくつかのシンボル、シンボルとタイムスロット、シンボ
ルとミニスロット（ｍｉｎｉ－ｓｌｏｔ）を単位とすることができる。この方法により、
１番目のＰＤＣＣＨがどのシンボルに位置するかに関わらず、別のＰＤＣＣＨのリソース
を容易に指示することができる。これにより、柔軟、高効率、低遅延の制御チャネルリソ
ース割り当てを実現することができる。
【０１０１】
　図３Ｒを参照し、一つの制御チャネルが物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）
であり、別の制御チャネルもＰＤＣＣＨであり、図３Ｒは本発明の実施例に係るＰＤＣＣ
Ｈで別のＰＤＣＣＨに対する一つのＰＤＣＣＨの時間領域位置オフセット量を指示する概
略図である。図３Ｐに示すように、この実施例では、ＰＤＣＣＨで別のＰＤＣＣＨに対す
る一つのＰＤＣＣＨの時間領域位置オフセット量を指示する。オフセット量はシンボル、
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いくつかのシンボル、シンボルとタイムスロット、シンボルとミニスロット（ｍｉｎｉ－
ｓｌｏｔ）を単位とすることができる。ＲＲＣシグナリングで指示することに対して、Ｐ
ＤＣＣＨで一つのＰＤＣＣＨから別のＰＤＣＣＨまでの時間領域位置オフセット量を指示
することは、ＰＤＣＣＨのリソースを動的に指示することができる。これにより、柔軟な
制御チャネルリソース割り当てを実現することができる。しかし、ＲＲＣシグナリングで
指示することに対して、シグナリングオーバーヘッドが大きい。
【０１０２】
　上記図２Ａと図２Ｂに示される実施例と一致し、図４を参照し、図４は本発明の実施例
に係るネットワーク側装置の構造図であり、図４に示すように、該ネットワーク側装置は
、一つ又は複数のプロセッサ、メモリ、送受信機及び一つ又は複数のプログラムを備え、
ここで、前記一つ又は複数のプログラムが前記メモリに記憶され、そして前記一つ又は複
数のプロセッサによって実行されるように構成され、前記プログラムが以下のステップを
実行するための命令を含む：
　少なくとも一つの指示情報を送信し、前記少なくとも一つの指示情報が、データチャネ
ルと第一の制御チャネルの間又は第二の制御チャネルと前記第一の制御チャネルの間の位
置オフセット量を指示することに用いられ、前記位置オフセット量が時間領域位置オフセ
ット量及び／又は周波数領域位置オフセット量を含み、前記時間領域位置オフセット量が
シンボルレベルのオフセット量である。
【０１０３】
　これから分かるように、本発明の実施例では、ネットワーク側装置と端末の間に少なく
とも一つの指示情報が伝送され、該少なくとも一つの指示情報がデータチャネルと第一の
制御チャネルの間又は第二の制御チャネルと第一の制御チャネルの間の位置オフセット量
を指示することに用いられ、位置オフセット量が時間領域位置オフセット量及び／又は周
波数領域位置オフセット量を含み、且つ時間領域位置オフセット量がシンボルレベルのオ
フセット量であるため、第一の制御チャネルがそれぞれどのシンボルに位置するかに関わ
らず、位置オフセット量によってデータチャネル又は第二の制御チャネルの時間周波数リ
ソースを容易に確定することができ、即ちチャネルのリソースの始点位置がＬＴＥシステ
ムのように固定されたサブフレーム／タイムスロット境界で指示される必要がなく、これ
により、「まずチャネルの位置するタイムスロット／サブフレームを指示し、次にチャネ
ルがそれの位置するタイムスロットのどのシンボルから開始するかを指示する」の２レベ
ルの指示によって引き起こされる大きなシグナリングの複雑さとオーバーヘッドが回避さ
れ、無線通信システムにおけるチャネルリソースの割り当ての柔軟性と効率を向上するこ
とに有利である。
【０１０４】
　一つの可能な例では、前記少なくとも一つの指示情報は第一の指示情報を含み、前記第
一の指示情報が無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリング又はシステム情報によって伝送
され、前記第一の指示情報が前記データチャネルと前記第一の制御チャネルの間又は前記
第二の制御チャネルと前記第一の制御チャネルの間の位置オフセット量を指示することに
用いられる。
【０１０５】
　これから分かるように、本例では、ネットワーク側装置と端末の間に第一の指示情報が
伝送され、該第一の指示情報がデータチャネルと第一の制御チャネルの間又は第二の制御
チャネルと第一の制御チャネルの間の位置オフセット量を直接指示することができ、その
ためチャネルのリソース位置が該位置オフセット量と第一の制御チャネルのリソース位置
に基づいて確定されてもよく、即ちチャネルのリソースの始点位置がＬＴＥシステムのよ
うに固定されたサブフレーム／タイムスロット境界で指示される必要がなく、これにより
、「まずチャネルの位置するタイムスロット／サブフレームを指示し、次にチャネルがそ
れの位置するタイムスロットのどのシンボルから開始するかを指示する」の２レベルの指
示によって引き起こされる大きなシグナリングの複雑さとオーバーヘッドが回避され、無
線通信システムにおけるチャネルリソースの割り当ての柔軟性と効率を向上することに有
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利である。そして該第一の指示情報がＲＲＣシグナリング又はシステム情報によって伝送
されるため、シグナリングオーバーヘッドが小さく、チャネルリソース割り当てのデータ
伝送効率がさらに向上し、シグナリングの読み取りの遅延が減少する。
【０１０６】
　一つの可能な例では、前記少なくとも一つの指示情報は第二の指示情報を含み、前記第
二の指示情報がダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）によって伝送され、前記第二の指示情報
が前記制御チャネルに対する前記データチャネルの位置オフセット量を指示することに用
いられる。
【０１０７】
　これから分かるように、本例では、ネットワーク側装置と端末の間に第二の指示情報が
伝送され、該第二の指示情報がデータチャネルと第一の制御チャネルの間又は第二の制御
チャネルと第一の制御チャネルの間の位置オフセット量を直接指示することができ、その
ためチャネルのリソース位置が該位置オフセット量と制御チャネルのリソース位置に基づ
いて確定されてもよく、即ちチャネルのリソースの始点位置がＬＴＥシステムのように固
定されたサブフレーム／タイムスロット境界で指示される必要がなく、これにより、「ま
ずチャネルの位置するタイムスロット／サブフレームを指示し、次にチャネルがそれの位
置するタイムスロットのどのシンボルから開始するかを指示する」の２レベルの指示によ
って引き起こされる大きなシグナリングの複雑さとオーバーヘッドが回避され、無線通信
システムにおけるチャネルリソースの割り当ての柔軟性と効率を向上することに有利であ
る。そして該第一の指示情報がＤＣＩによって伝送されるため、制御チャネルによってス
ケジューリングされたデータチャネルのリソースを動的に指示することができ、データチ
ャネルリソースの割り当ての柔軟性がさらに向上する。
【０１０８】
　一つの可能な例では、前記少なくとも一つの指示情報は第一の指示情報と第二の指示情
報を含み、前記第一の指示情報が無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリング又はシステム
情報によって伝送され、前記第二の指示情報がダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）によって
伝送され、
　前記第一の指示情報が少なくとも一つの位置オフセット量を含み、前記第二の指示情報
が選択された位置オフセット量に対応するインジケーターを含み、前記インジケーターが
前記データチャネルと前記第一の制御チャネルの間又は第二の制御チャネルと前記第一の
制御チャネルの間の位置オフセット量が、前記選択された位置オフセット量であることを
指示することに用いられ、前記選択された位置オフセット量が前記少なくとも一つの位置
オフセット量から選択された位置オフセット量である。
【０１０９】
　これから分かるように、本例では、ネットワーク側装置と端末の間に第一の指示情報と
第二の指示情報が伝送され、そして該第一の指示情報と第二の指示情報でデータチャネル
と第一の制御チャネルの間又は第二の制御チャネルと第一の制御チャネルの間の位置オフ
セット量を共同で指示し、第一の指示情報のみで指示することに対して、第一の制御チャ
ネルによってスケジューリングされたチャネルリソースをＤＣＩ情報で動的に指示し、チ
ャネルリソースの割り当ての柔軟性を向上することができ、第二の指示情報のみで指示す
ることに対して、ＲＲＣシグナリング又はシステム情報が選択された位置オフセット量を
少数の位置オフセット量の値に制限し、それによってシグナリングオーバーヘッドを削減
し、データチャネルリソースの割り当ての効率を向上させることができる。
【０１１０】
　一つの可能な例では、前記少なくとも一つの指示情報は第一の指示情報と第二の指示情
報を含み、前記第一の指示情報が無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリング又はシステム
情報によって伝送され、前記第二の指示情報がダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）によって
伝送され、
　前記第一の指示情報内の第一の位置オフセット量が前記データチャネルと前記第一の制
御チャネルの間又は第二の制御チャネルと前記第一の制御チャネルの間の位置オフセット
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量を指示することに用いられ、前記第二の指示情報内の第二の位置オフセット量が、前記
データチャネルと前記第一の制御チャネルの間又は前記第二の制御チャネルと前記第一の
制御チャネルの間の位置オフセット量を指示することに用いられ、前記第二の位置オフセ
ット量が、端末が前記第二の位置オフセット量と前記第一の位置オフセット量が異なるこ
とを検出する時に、前記第二の位置オフセット量を前記データチャネルと前記第一の制御
チャネルの間又は第二の制御チャネルと前記第一の制御チャネルの間の位置オフセット量
として確定することに用いられる。
【０１１１】
　これから分かるように、本例では、ネットワーク側装置と端末の間に第一の指示情報と
第二の指示情報が伝送され、第一の指示情報が第一の位置オフセット量を含み、第二の指
示情報が第二の位置オフセット量を含み、そして第二の位置オフセット量に指示されるデ
ータチャネルが第一の位置オフセット量に指示されるデータチャネルと同じであり、第二
の位置オフセット量が、端末が第二の位置オフセット量と第一の位置オフセット量が異な
ることを検出する時に、第二の位置オフセット量がデータチャネルと第一の制御チャネル
の間又は第二の制御チャネルと第一の制御チャネルの間の位置オフセット量であり、即ち
第二の位置オフセット量が第一の位置オフセット量を覆すことができることを確定するこ
とに用いられる。第一の指示情報のみで指示することに対して、第一の制御チャネルによ
ってスケジューリングされたチャネルリソースを第二の指示情報で動的に指示することが
でき、データチャネルリソースの割り当ての柔軟性及び精確性の向上に役立ち、第二の指
示情報のみで指示することに対して、シグナリングオーバーヘッドを削減し、データチャ
ネルリソースの割り当ての効率を向上させることができる。
【０１１２】
　一つの可能な例では、前記少なくとも一つの指示情報は第二の指示情報を含み、前記第
二の指示情報がダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）によって伝送され、
　前記データチャネル又は前記第二の制御チャネルが複数の周波数領域リソースユニット
内の時間周波数リソースを含み、前記第二の指示情報が前記複数の周波数領域リソースユ
ニットに対応する複数の時間領域位置オフセット量を含み、各時間領域位置オフセット量
が対応する周波数領域リソースユニット内の時間周波数リソースと前記制御チャネルの間
の時間領域位置オフセット量を指示することに用いられる。
【０１１３】
　これから分かるように、本例では、第二の指示情報が複数の周波数領域ユニットに対し
て異なる時間領域位置オフセット量を指示することにより、データチャネル又は第二の制
御チャネルの異なる周波数領域リソースユニット内の時間領域リソースを異なる時間領域
位置から開始させることができ、それによってより柔軟且つより効果的なチャネルリソー
ス割り当てを実現することができる。
【０１１４】
　一つの可能な例では、前記少なくとも一つの指示情報は第三の指示情報を含み、前記第
三の指示情報が前記データチャネルの時間領域長さを指示することに用いられ、前記第三
の指示情報が無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリング及び／又はダウンリンク制御情報
（ＤＣＩ）によって伝送される。
【０１１５】
　これから分かるように、本例では、ネットワーク側装置と端末の間に伝送される少なく
とも一つの指示情報がさらにデータチャネルの時間領域長さを指示するための第三の指示
情報を含むことができ、これにより、より柔軟且つより効果的なデータチャネルリソース
の割り当てを実現し、無線通信システムにおけるデータチャネルリソースの配置の柔軟性
及び効率の向上に役立つ。
【０１１６】
　上記図２Ａに示される実施例と一致し、図５を参照し、図５は本発明の実施例に係る端
末の構造図であり、図４に示すように、該端末は、一つ又は複数のプロセッサ、メモリ、
通信インタフェース及び一つ又は複数のプログラムを備え、ここで、前記一つ又は複数の
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プログラムが前記メモリに記憶され、そして前記一つ又は複数のプロセッサによって実行
されるように構成され、前記プログラムが以下のステップを実行するための命令を含む：
　少なくとも一つの指示情報を受信し、前記少なくとも一つの指示情報が、データチャネ
ルと第一の制御チャネルの間又は第二の制御チャネルと前記第一の制御チャネルの間の位
置オフセット量を指示することに用いられ、前記位置オフセット量が時間領域位置オフセ
ット量及び／又は周波数領域位置オフセット量を含み、前記時間領域位置オフセット量が
シンボルレベルのオフセット量である。
【０１１７】
　これから分かるように、本発明の実施例では、ネットワーク側装置と端末の間に少なく
とも一つの指示情報が伝送され、該少なくとも一つの指示情報がデータチャネルと第一の
制御チャネルの間又は第二の制御チャネルと第一の制御チャネルの間の位置オフセット量
を指示することに用いられ、位置オフセット量が時間領域位置オフセット量及び／又は周
波数領域位置オフセット量を含み、且つ時間領域位置オフセット量がシンボルレベルのオ
フセット量であるため、第一の制御チャネルがそれぞれどのシンボルに位置するかに関わ
らず、位置オフセット量によってデータチャネル又は第二の制御チャネルの時間周波数リ
ソースを容易に確定することができ、即ちチャネルのリソースの始点位置がＬＴＥシステ
ムのように固定されたサブフレーム／タイムスロット境界で指示される必要がなく、これ
により、「まずチャネルの位置するタイムスロット／サブフレームを指示し、次にチャネ
ルがそれの位置するタイムスロットのどのシンボルから開始するかを指示する」の２レベ
ルの指示によって引き起こされる大きなシグナリングの複雑さとオーバーヘッドが回避さ
れ、無線通信システムにおけるチャネルリソースの割り当ての柔軟性と効率を向上するこ
とに有利である。
【０１１８】
　一つの可能な例では、前記少なくとも一つの指示情報は第一の指示情報を含み、前記第
一の指示情報が無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリング又はシステム情報によって伝送
され、前記第一の指示情報が前記データチャネルと前記第一の制御チャネルの間又は前記
第二の制御チャネルと前記第一の制御チャネルの間の位置オフセット量を指示することに
用いられる。
【０１１９】
　一つの可能な例では、前記少なくとも一つの指示情報は第二の指示情報を含み、前記第
二の指示情報がダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）によって伝送され、前記第二の指示情報
が、前記データチャネルと前記第一の制御チャネルの間又は前記第二の制御チャネルと前
記第一の制御チャネルの間の位置オフセット量を指示することに用いられる。
【０１２０】
　一つの可能な例では、前記少なくとも一つの指示情報は第一の指示情報と第二の指示情
報を含み、前記第一の指示情報が無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリング又はシステム
情報によって伝送され、前記第二の指示情報がダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）によって
伝送され、
　前記第一の指示情報が少なくとも一つの位置オフセット量を含み、前記第二の指示情報
が選択された位置オフセット量に対応するインジケーターを含み、前記インジケーターが
、前記制御チャネルに対する前記データチャネルの位置オフセット量が前記選択された位
置オフセット量であることを指示することに用いられ、前記選択された位置オフセット量
が前記少なくとも一つの位置オフセット量から選択された位置オフセット量である。
【０１２１】
　一つの可能な例では、前記少なくとも一つの指示情報は第一の指示情報と第二の指示情
報を含み、前記第一の指示情報が無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリング又はシステム
情報によって伝送され、前記第二の指示情報がダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）によって
伝送され、
　前記第一の指示情報内の第一の位置オフセット量が、前記データチャネルと前記第一の
制御チャネルの間又は前記第二の制御チャネルと前記第一の制御チャネルの間の位置オフ
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セット量を指示することに用いられ、前記第二の指示情報内の第二の位置オフセット量が
、前記データチャネルと前記第一の制御チャネルの間又は前記第二の制御チャネルと前記
第一の制御チャネルの間の位置オフセット量を指示することに用いられ、前記第二の位置
オフセット量が、端末が前記第二の位置オフセット量と前記第一の位置オフセット量が異
なることを検出する時に、前記第二の位置オフセット量を、前記データチャネルと前記第
一の制御チャネルの間又は第二の制御チャネルと前記第一の制御チャネルの間の位置オフ
セット量として確定することに用いられる。
【０１２２】
　一つの可能な例では、前記少なくとも一つの指示情報は第二の指示情報を含み、前記第
二の指示情報がダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）によって伝送され、
　前記データチャネル又は前記第二の制御チャネルが複数の周波数領域リソースユニット
内の時間周波数リソースを含み、前記第二の指示情報が前記複数の周波数領域リソースユ
ニットに対応する複数の時間領域位置オフセット量を含み、前記時間領域位置オフセット
量内の各時間領域位置オフセット量が、対応する周波数領域リソースユニット内の時間周
波数リソースと前記第一の制御チャネルの間の時間領域位置オフセット量を指示すること
に用いられる。
【０１２３】
　一つの可能な例では、前記少なくとも一つの指示情報は第三の指示情報を含み、前記第
三の指示情報が前記データチャネルの時間領域長さを指示することに用いられ、前記第三
の指示情報が無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリング及び／又はダウンリンク制御情報
（ＤＣＩ）によって伝送される。
【０１２４】
　以上に各ネットワーク要素間のインタラクションの観点から本発明の実施例の解決策を
説明した。端末とネットワーク側装置が上記機能を実現するために、各機能を実行するた
めの対応するハードウェア構造及び／又はソフトウェアモジュールを備えることは理解で
きる。当業者は、本明細書で開示された実施例と組み合わせて説明された各例のユニット
及びアルゴリズムステップが本発明でハードウェアとコンピュータソフトウェアの組み合
わせで実現されてもよいことを容易に理解するべきである。ある機能がハードウエア、又
はコンピュータソフトウエアでハードウエアを駆動することで実行されるかは、技術的解
決策の特定アプリケーションと設計制約条件に依存する。当業者は各特定のアプリケーシ
ョンに対して異なる方法を用いて記述される機能を実現することができるが、このような
実現は本発明の範囲を超えると考えられるべきではない。
【０１２５】
　本発明の実施例は上記方法の例に基づいて端末とネットワーク側装置に対して機能ユニ
ットの区分を行うことができ、例えば、各機能に対応して各機能ユニットを区分すること
ができ、２つ又は２つ以上の機能を一つの処理ユニットに統合することもできる。上記の
統合されたユニットはハードウェアの形態で実現されてもよいし、ソフトウェアプログラ
ムモジュールの形態で実現されてもよい。説明すべきものとして、本発明の実施例ではユ
ニットに対する区分は概略的であり、論理的な機能区分に過ぎず、実際に実施する時に他
の区分方式があり得る。
【０１２６】
　統合されたユニットを用いる場合、図６に上記実施例に係るネットワーク側装置の一つ
の可能な機能ユニット構成ブロック図が示される。ネットワーク側装置６００は処理ユニ
ット６０２と通信ユニット６０３を備える。処理ユニット６０２はネットワーク側装置の
動作を制御して管理するように構成され、例えば、処理ユニット６０２はネットワーク側
装置が図２Ａのステップ２ａ０１、２ａ０６、図２Ｂの２ｂ０１、２ｂ０６及び／又は本
明細書に記載される技術のための他のプロセスを実行することをサポートするように構成
される。通信ユニット６０３はネットワーク側装置と他の装置の通信、例えば図５に示さ
れる端末との通信をサポートするように構成される。ネットワーク側装置はさらにネット
ワーク側装置のプログラムコードとデータを記憶するように構成される記憶ユニット６０
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１をさらに備えることができる。
【０１２７】
　ここで、処理ユニット６０２は、プロセッサ又はコントローラであってもよく、例えば
中央プロセッサ（ＣＰＵ：Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）、汎用プ
ロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ：Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｃ
ｅｓｓｏｒ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ：Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉ
ｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）、フィールドプログラマブルゲートア
レイ（ＦＰＧＡ：Ｆｉｅｌｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ　Ａｒｒａｙ）又は
他のプログラマブル論理デバイス、トランジスタ論理デバイス、ハードウェア部材又はそ
れらの任意の組み合わせであってもよい。それは本発明で開示された内容を組み合わせて
説明された様々な例示的な論理ブロック、モジュール及び回路を実現又は実行することが
できる。前記プロセッサは計算機能を実現する組み合わせであってもよく、例えば一つ又
は複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰとマイクロプロセッサの組み合わせなどを含む。通
信ユニット６０３は送受信機、送受信回路、ＲＦチップなどであってもよく、記憶ユニッ
ト６０１はメモリであってもよい。
【０１２８】
　処理ユニット６０２がプロセッサであり、通信ユニット６０３が通信インタフェースで
あり、記憶ユニット６０１がメモリである場合、本発明の実施例に係るネットワーク側装
置は図４に示されるネットワーク側装置であってもよい。
【０１２９】
　統合されたユニットを用いる場合、図７に上記実施例に係る端末の一つの可能な機能ユ
ニット構成ブロック図が示される。端末７００は処理ユニット７０２と通信ユニット７０
３を備える。処理ユニット７０２は端末の動作を制御して管理するように構成され、例え
ば、処理ユニット７０２は端末が図２Ａのステップ２ａ０２－２ａ０５、図２Ｂにおける
ステップ２ｂ０２－２ｂ０５及び／又は本明細書に記載される技術のための他のプロセス
を実行することをサポートするように構成される。通信ユニット７０３は端末と他の装置
の通信、例えば図４に示されるネットワーク側装置との通信をサポートするように構成さ
れる。端末は端末のプログラムコードとデータを記憶するように構成される記憶ユニット
７０１をさらに備えることができる。
【０１３０】
　ここで、処理ユニット７０２はプロセッサ又はコントローラであってもよく、例えばＣ
ＰＵ、ＤＳＰ、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ又は他のプログラマブル論理デバイス、トランジスタ
論理デバイス、ハードウェア部材又はそれらの任意の組み合わせであってもよい。それは
本発明で開示された内容を組み合わせて説明された様々な例示的な論理ブロック、モジュ
ール及び回路を実現又は実行することができる。前記プロセッサは計算機能を実現する組
み合わせであってもよく、例えば一つ又は複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰとマイクロ
プロセッサの組み合わせなどを含む。通信ユニット７０３は送受信機、送受信回路などで
あってもよく、記憶ユニット７０１はメモリであってもよい。
【０１３１】
　処理ユニット７０２がプロセッサであり、通信ユニット７０３が通信インタフェースで
あり、記憶ユニット７０１がメモリである場合、本発明の実施例に係る端末は図５に示さ
れる端末であってもよい。
【０１３２】
　本発明の実施例はさらに別の端末を提供し、図９に示すように、説明を容易にするため
に、本発明の実施例と関連する部分だけが示され、具体的な技術的詳細については、本発
明の実施例の方法部分を参照する。該端末は携帯電話、タブレット型コンピュータ、ＰＤ
Ａ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ：パーソナルデジタルアシ
スタント）、ＰＯＳ（Ｐｏｉｎｔ　ｏｆ　Ｓａｌｅｓ：販売端末）、車載型コンピュータ
などを含む任意の端末装置であってもよく、端末を例とする。
【０１３３】
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　図９は本発明の実施例に係る端末と関連付けられた携帯電話の部分構造のブロック図で
ある。図９を参照すると、携帯電話は無線周波数（ＲＦ：Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃ
ｙ）回路９１０、メモリ９２０、入力ユニット９３０、表示ユニット９４０、センサー９
５０、オーディオ回路９６０、ワイヤレスフィデリティ（ＷｉＦｉ：Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　
Ｆｉｄｅｌｉｔｙ）モジュール９７０、プロセッサ９８０、及び電源などの部材を含む。
当業者であれば、図９に示される携帯電話の構造が携帯電話を限定するためのものではな
く、図示よりもより多く又はより少ない部材を含むことができ、又はいくつかの部品、又
は異なる部材を組み合わせて配置されてもよいことを理解できる。
【０１３４】
　以下に図９と組み合わせて携帯電話の各構成部材を具体的に説明する。
【０１３５】
　ＲＦ回路９１０は情報の受信及び送信に用いられてもよい。通常、ＲＦ回路９１０はア
ンテナ、少なくとも一つの増幅器、送受信機、カプラ、低雑音増幅器（ＬＮＡ：Ｌｏｗ　
Ｎｏｉｓｅ　Ａｍｐｌｉｆｉｅｒ）、デュプレクサなどを含むがこれらに限定されない。
また、ＲＦ回路９１０はさらに無線通信によってネットワークと他の装置と通信すること
ができる。上記無線通信は、いずれかの通信基準又はプロトコルを用いることができ、グ
ローバル移動体通信システム（ＧＳＭ：Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｏｆ　Ｍｏｂｉｌ
ｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）、汎用パケット無線サービス（ＧＰＲＳ：Ｇｅｎｅｒ
ａｌ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｒａｄｉｏ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ：Ｃ
ｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）、広帯域符号分割多元接
続（ＷＣＤＭＡ：ｉｄｅｂａｎｄ　Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａ
ｃｃｅｓｓ）、長期進化型（ＬＴＥ：Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）、電子
メール、ショートメッセージングサービス（ＳＭＳ：Ｓｈｏｒｔ　Ｍｅｓｓａｇｉｎｇ　
Ｓｅｒｖｉｃｅ）などを含むがこれらに限定されない。
【０１３６】
　メモリ９２０はソフトウェアプログラム及びモジュールを記憶するように構成されても
よく、プロセッサ９８０はメモリ９２０に記憶されたソフトウェアプログラム及びモジュ
ールを動作させることにより、携帯電話の各種の機能アプリケーション及びデータ処理を
実行する。メモリ９２０は主にプログラム記憶領域とデータ記憶領域を含むことができ、
ここで、プログラム記憶領域がオペレーティングシステム、少なくとも一つの機能に必要
なアプリケーションプログラムなどを記憶することができ、データ記憶領域が携帯電話の
使用に応じて作成されたデータ等を記憶することができる。また、メモリ９２０は高速ラ
ンダムアクセスメモリを含むことができ、さらに不揮発性メモリ、例えば少なくとも一つ
の磁気ディスク記憶デバイス、フラッシュメモリデバイス、又は他の揮発性ソリッドステ
ートメモリデバイスを含むことができる。
【０１３７】
　入力ユニット９３０は入力された数字又は文字情報を受信し、携帯電話のユーザ設定及
び機能制御に関するキー信号入力を生成するように構成されてもよい。具体的には、入力
ユニット９３０は指紋識別モジュール９３１及び他の入力装置９３２を含むことができる
。指紋識別モジュール９３１はその上のユーザの指紋データを収集することができる。指
紋識別モジュール９３１に加えて、入力ユニット９３０はさらに他の入力装置９３２を含
むことができる。具体的には、他の入力装置９３２はタッチスクリーン、物理キーボード
、機能キー（例えば音量制御キー、スイッチキー等）、トラックボール、マウス、ジョイ
スティックなどのうちの一つ又は複数を含むことができるがこれらに限定されない。
【０１３８】
　表示ユニット９４０はユーザにより入力された情報又はユーザに供給された情報及び携
帯電話の様々なメニューを表示することに用いられてもよい。表示ユニット９４０はディ
スプレイ９４１を含むことができ、選択可能に、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ：Ｌｉｑｕｉ
ｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ：Ｏｒｇａｎｉ
ｃ　Ｌｉｇｈｔ－Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）などの形態でディスプレイ９４１を構
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成することができる。図９では、指紋識別モジュール９３１とディスプレイ９４１は二つ
の独立した部材として携帯電話の入力及び入力機能を実現するが、いくつかの実施例では
、指紋識別モジュール９３１とディスプレイ９４１を統合して形態電話の入力と放送機能
を実現することができる。
【０１３９】
　携帯電話はさらに少なくとも一つのセンサー９５０、例えば光センサー、モーションセ
ンサ及び他のセンサーを備えることができる。具体的には、光センサーは周辺光センサー
及び近接センサーを含むことができ、ここで、周辺光センサーが周辺光の明るさに応じて
ディスプレイ９４１の輝度を調節することができ、近接センサーが、携帯電話が耳に移動
する時に、ディスプレイ９４１９４１及び／又はバックライトをオフにすることができる
。モーションセンサの一種として、加速度センサーは各方向（一般的に三つの軸である）
の加速度の大きさを検出でき、静止する時に重力の大きさ及び方向を検出でき、携帯電話
ジェスチャーの用途（例えば水平及び垂直画面の切り替え、関連ゲーム、磁力計のジェス
チャー校正）への識別、関連機能（例えば歩数計、叩き）への振動識別などに用いられて
もよく、携帯電話に対してジャイロ、気圧計、湿度計、温度計、赤外線センサー等の他の
センサを配置することもでき、ここで説明を省略する。
【０１４０】
　オーディオ回路９６０、スピーカ９６１、マイクロフォン９６２はユーザと携帯電話と
の間のオーディオインタフェースを提供することができる。オーディオ回路９６０は受信
されたオーディオデータが変換された電気信号を、スピーカ９６１に伝送することができ
、スピーカ９６１によって音声信号に変換して放送し、一方では、マイクロホン９６２は
収集された音声信号を電気信号に変換し、オーディオ回路９６０によって受信してオーデ
ィオデータに変換し、オーディオデータをプロセッサ９８０に放送して処理した後、ＲＦ
回路９１０を介して例えば別の携帯電話に送信し、又はオーディオデータをメモリ９２０
に放送して処理する。
【０１４１】
　ＷｉＦｉが短距離無線伝送技術に属し、携帯電話はＷｉＦｉモジュール９７０を介して
ユーザによる電子メールの送受信、ウェウブページへの閲覧及びストリーミングメディア
へのアクセスなどに役立つことができ、それはユーザに無線広帯域インターネットアクセ
スを提供する。図９にＷｉＦｉモジュール９７０が示されるが、それが携帯電話の必要な
構成に属せず、完全に需要に応じて発明の本質を変更しない範囲で省略されてもよいこと
は、理解できる。
【０１４２】
　プロセッサ９８０は携帯電話の制御センターであり、様々なインタフェース又は回線を
用いて携帯電話全体の各部分を接続し、メモリ９２０に記憶されたソフトウェアプログラ
ム及び／又はモジュールを動作又は実行し、メモリ９２０に記憶されたデータを呼び出し
、携帯電話の様々な機能及び処理データを実行することにより、携帯電話全体を監視する
。選択可能に、プロセッサ９８０は一つ又は複数の処理ユニットを含むことができ、好ま
しくは、プロセッサ９８０はアプリケーションプロセッサとモデムプロセッサを統合すこ
とができ、ここで、アプリケーションプロセッサが主に操作システム、ユーザインタフェ
ースとアプリケーションプログラムなどを処理し、モデムプロセッサが主に無線通信を処
理する。上記モデムプロセッサがプロセッサ９８０に集積されなくてもよいことは、理解
できる。
【０１４３】
　携帯電話はさらに各部品に電力を供給する電源９９０（例えば電池）を含み、好ましく
は、電源は電源管理システムを介してプロセッサ９８０に論理的に接続されてもよく、こ
れにより電源管理システムによって充電、放電、及び電力消費管理などの機能を実現する
。
【０１４４】
　図示していないが、携帯電話はさらにカメラ、ブルートゥースモジュール等を備えるこ
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とができ、ここでは説明を省略する。
【０１４５】
　前記図２Ａ、図２Ｂに示される実施例では、各ステップ方法における端末側のプロセス
は該携帯電話の構造に基づいて実現されてもよい。
【０１４６】
　前記図４、図５に示される実施例では、各ユニットの機能は該携帯電話の構造に基づい
て実現されてもよい。
【０１４７】
　本発明の実施例はさらにコンピュータ可読記憶媒体を提供し、ここで、前記コンピュー
タ可読記憶媒体が電子データ交換のためのコンピュータプログラムを記憶し、ここで、前
記コンピュータプログラムによりコンピュータが上記方法の実施例におけるネットワーク
側装置で説明された一部又は全てのステップを実行する。
【０１４８】
　本発明の実施例はさらにコンピュータ可読記憶媒体を提供し、ここで前記コンピュータ
可読記憶媒体が電子データ交換のためのコンピュータプログラムを記憶し、ここで、前記
コンピュータプログラムによりコンピュータが上記方法の実施例における端末で説明され
た一部又は全てのステップを実行する。
【０１４９】
　本発明の実施例はさらにコンピュータプログラム製品を提供し、ここで、前記コンピュ
ータプログラム製品がコンピュータプログラムを記憶する非一時的コンピュータ可読記憶
媒体を含み、前記コンピュータプログラムがコンピュータに上記方法におけるネットワー
ク側装置に記載される一部又は全てのステップを実行させるように動作されることができ
る。該コンピュータプログラム製品は、一つのソフトウェアインストールパッケージであ
ってもよい。
【０１５０】
　本発明の実施例はさらにコンピュータプログラム製品を提供し、ここで、前記コンピュ
ータプログラム製品がコンピュータプログラムを記憶する非一時的コンピュータ可読記憶
媒体を含み、前記コンピュータプログラムがコンピュータに上記方法における端末に記載
される一部又は全てのステップを実行させるように動作されることができる。該コンピュ
ータプログラム製品は、一つのソフトウェアインストールパッケージであってもよい。
【０１５１】
　本発明の実施例で説明された方法又はアルゴリズムのステップはハードウェアで実現さ
れてもよいし、プロセッサがソフトウェア命令を実行することで実現されてもよい。ソフ
トウェア命令が対応するソフトウェアモジュールで構成され、ソフトウェアモジュールは
ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ：Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）、フラ
ッシュメモリ、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ：Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、消
去可能プログラマブルＲＯＭ（ＥＰＲＯＭ：Ｅｒａｓａｂｌｅ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌ
ｅ　ＲＯＭ）、電気的消去可能プログラマブル読み取り専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ：Ｅｌ
ｅｃｔｒｉｃａｌｌｙ　ＥＰＲＯＭ）、レジスタ、ハードディスク、モバイルハードディ
スク、読み出し専用光ディスク（ＣＤ－ＲＯＭ）又は本分野の既知のいかなる他の形態の
記憶媒体に記憶されてもよい。例示的な記憶媒体はプロセッサに結合され、これによりプ
ロセッサは該記憶媒体から情報を読み取ることができ、且つ該記憶媒体に情報を書き込む
ことができる。当然、記憶媒体はプロセッサの構成部分であってもよい。プロセッサと記
憶媒体はＡＳＩＣに位置してもよい。また、該ＡＳＩＣはアクセスネットワーク装置、タ
ーゲットネットワーク装置又はコアネットワーク装置に位置してもよい。当然、プロセッ
サと記憶媒体はディスクリートコンポーネントとしてアクセスネットワーク装置、ターゲ
ットネットワーク装置又はコアネットワーク装置に位置してもよい。
【０１５２】
　当業者は、上述した一つ又は複数の例において、本発明の実施例で説明された機能が全
部又は一部でソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア又はそれらの任意の組み合わ
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合、全て又は部分的にコンピュータプログラム製品の形で実施されてもよい。前記コンピ
ュータプログラム製品は一つ又は複数のコンピュータ命令を含む。コンピュータで前記コ
ンピュータプログラム命令をロード及び実行する場合、本発明の実施例に従って説明され
たプロセス又は機能を全て部分的に生成する。前記コンピュータは汎用コンピュータ、専
用コンピュータ、コンピュータネットワーク、又は他のプログラマブルデバイスであって
もよい。前記コンピュータ命令はコンピュータ可読記憶媒体に記憶されてもよく、又は一
つのコンピュータ読記憶媒体から別のコンピュータ読記憶媒体に伝送されてもよく、例え
ば、前記コンピュータ命令は一つウェブサイト、コンピュータ、サーバ又はデータセンタ
ーから別のウェブサイト、コンピュータ、サーバ又はデータセンターに有線（例えば同軸
ケーブル、光ファイバ、デジタル加入者線（ＤＳＬ：Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂ
ｅｒ　Ｌｉｎｅ））又は無線（例えば赤外線、無線、マイクロ波など）で伝送されてもよ
い。前記コンピュータ読記憶媒体はコンピュータがアクセスできるいかなる利用可能な媒
体であってもよく、又は一つ又は複数の利用可能な媒体で統合されたサーバ、データセン
ターなどのデータ記憶装置を含む。前記利用可能な媒体は磁気磁気媒体（例えばフロッピ
ーディスク、ハードディスク、磁気テープ）、光学媒体（例えばデジタルビデオディスク
（ＤＶＤ：Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｉｄｅｏ　Ｄｉｓｃ））、又は半導体媒体（例えばソリッ
ドステートディスク（ＳＳＤ：Ｓｏｌｉｄ　Ｓｔａｔｅ　Ｄｉｓｋ））などであってもよ
い。
【０１５３】
　上記の具体的な実施形態では、本発明の実施例の目的、技術的解決策と有益な効果をさ
らに詳しく説明し、したがって、理解すべきものとして、上記は本発明の具体的な実施例
の具体的な実施形態に過ぎず、本発明の実施例の保護範囲を限定するためのものではなく
、本発明の実施例の技術的解決策に基づいて行われるいかなる修正、同等置き換え、改良
などは、いずれも本発明の保護範囲内に含まれるべきである。
【図１】 【図２Ａ】
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